
出席議員

(14名)

欠席議員

(名)

遅刻議員

(名)

早退議員

(名)

9番 山 本 幹 雄 10番 岡 本 安 夫

11番 矢 内 作 夫 12番 石 黒 永 剛

13番 平 岡 き ぬ ゑ 14番 西 岡 正

3番 小 林 裕 和 4番 廣 利 一 志

5番 竹 内 日 出 夫 6番 石 堂 基

7番 岡 本 義 次 8番 金 谷 英 志

第70回第70回第70回第70回 佐用町議会〔定例〕会議録佐用町議会〔定例〕会議録佐用町議会〔定例〕会議録佐用町議会〔定例〕会議録 （第4日）（第4日）（第4日）（第4日）

平成２ ８年３月１ ７日 （木曜日）

1番 加 古 原 瑞 樹 2番 千 種 和 英



事務局出席 議会事務局長 舟 引 新 書 記 宇 多 雅 弘

職員職氏名

町 長 庵 逧 典 章 副 町 長 坪 内 頼 男

教 育 長 平 田 秀 三 教 育 次 長 坂 本 博 美

総 務 課 長 鎌 井 千 秋 企画防災課長 久 保 正 彦

税 務 課 長 加 藤 逸 生 住 民 課 長 岡 本 隆 文

説明のため出席 健康福祉課長 森 下 守 農林振興課長 横 山 芳 己

した者の職氏名 商工観光課長 高 見 寛 治 建 設 課 長 鎌 内 正 至

(20名) 上下水道課長 上 野 耕 作 生涯学習課長 服 部 憲 靖

天文台公園長 谷 口 俊 廣 上 月 支 所 長 中 石 嘉 勝

南 光 支 所 長 鎌 内 寛 憲 三日月支所長 岡 田 義 一

会 計 課 長 船 曳 覚 教 育 課 長 尾 﨑 文 昭

欠 席 者

(名)

遅 刻 者

(名)

早 退 者

(名)

議 事 日 程 別 紙 の と お り



 1

【【【【本日の会議に付した案件】】】】    

日程第１．一般質問 

 

午前１０時００分 開議 

 

議長（西岡 正君）    皆さん、おはようございます。昨日に引き続き、おそろいでご出席

を賜りありがとうございます。本日もよろしくお願いをいたします。 

    ただ今の出席議員数は定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

    本日、４名の方が傍聴に来ていただいております。傍聴いただき、本当にありがとうご

ざいます。傍聴者におかれましては、傍聴中守らなければならないことを遵守していただ

き、静粛に傍聴していただきますことを、お願いいたします。 

    町長には、本日もよろしくお願いいたします。 

    それでは、直ちに日程に入ります。 

 

 

日程第１．一般質問 

 

議長（西岡 正君）    日程第１は、昨日に引き続き一般質問及び答弁を行います。 

    通告に基づき順次議長より指名をいたします。 

    まず、４番、廣利一志議員の発言を許可いたします。 

    なお、本日の一般質問において、廣利一志議員よりパネルの使用と資料配付の申し出が

ありました。許可しておりますので、ご報告をいたします。はい、廣利議員。 

 

〔４番 廣利一志君 登壇〕 

 

４番（廣利一志君）    皆様、おはようございます。４番議席、廣利でございます。 

    今日は、２つの質問をさせていただきます。この席より平福の景観形成の件について、

質問をさせていただきます。 

    質問席よりは、定住・移住促進のための具体的な支援策というところについて質問をさ

せていただきます。 

    それでは、平福の宿場町の景観形成というところについて、質問させていただきます。 

    利神城跡、平福御殿屋敷跡の国指定史跡に向け、町並み保存と合わせて長年にわたり地

域の皆様の取り組みに対して敬意を表します。 

    また、条例制定により宿場町の景観を守り、御殿屋敷の発掘調査、利神城跡の石垣の保

存事業など町当局、教育委員会の施策、事業により、国指定史跡について一定のめどがつ

いてきたことに対し、本当に喜ばしいことと一町民として思います。 

    ２月 13 日に開催された利神城跡等調査報告会でも、上記のことに加え、町長の熱い思

いがここに至らしめたし、さらに平福の魅力である、利神城跡、御殿屋敷跡、宿場町の町

並みの３点セットを守り、保存し、景観を整備していくことこそ大事であると藪田調査委

員長から触れられました。 

    そこで町長に見解を７つにわたりお聞きします。 

    １点目、利神城跡、御殿屋敷跡、宿場町の町並みの３点セットが魅力であり、その整備、

復元、景観形成について、３点セットで今後も施策、事業を行うことについての町長のお

考えをお聞きいたします。 
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    ２点目は、町の条例、佐用町歴史的環境保存条例が、景観形成に本来の目的どおり役割

を果たしているのかどうか。 

    ３点目、佐用町歴史的環境保存審議会、平成 26 年 10 月７日開催において、景観形成区

域について町当局のミスリードはなかったのか。 

    ４点目、景観形成上、あるいは歴史的環境保存の観点から支障となるような構造物の計

画について承知をしているのか。 

    ５点目、太陽光パネルの設置個所３カ所について、佐用町歴史的環境保存審議会での議

論と結論について。 

    ６点目、県の景観の形成等に関する条例との齟齬、範囲についての相違はなぜなのか。 

    ７点目、条例の不備を認め、改正の考えはないか、または景観形成区域について町当局

の誤解があるのではないか。 

    ７点について、答弁をお願いいたします。この席からの質問といたします。 

 

議長（西岡 正君）    はい、それでは、町長、答弁願います。 

 

〔町長 庵逧典章君 登壇〕 

 

町長（庵逧典章君）    改めて、おはようございます。今日も４名の方からの質問の通告を

いただいております。それぞれ、どうぞよろしくお願いいたします。 

    それでは、まず、廣利議員からのご質問のお答えさせていただきます。平福の宿場町の

景観形成を原点から考える必要があるのではないかというご質問でございます。 

    まず初めに、平福は、その町並みは、まず当初、城下町として形成をされた後に宿場町

として栄えた町でありまして、両方の景観を有する町並みが特徴となっております。城下

町としての平福の町のあり方が、最もよく残されているのが佐用川左岸から利神山にかけ

ての遺構群があり、また宿場町としての景観を最もよくとどめているのが街道沿いと言わ

れております。このほか佐用川沿いの石垣と川屋敷や土蔵群が川面に映る景観は平福で最

も有名な景観となっております。現在では、利神城跡、平福御殿屋敷跡の国指定に向け事

務を進めておりますが、町の貴重な歴史的財産として平福の歴史的町並み景観の保存と継

承に、長年取り組んできたところであります。 

    ご質問１点目の利神城跡、御殿屋敷跡、宿場町の町並みの整備、復元、景観形成につい

ての今後の事業計画についてお答えをさせていただきます。 

    ご承知のとおり利神城跡につきましては、御殿屋敷跡を含め、国指定史跡を目指して、

現在、鋭意事務を進めているところでございます。 

    平成 27 年度においては、計測のための支障樹木の伐採、航空撮影によるレーザー計測

調査、また、国の専門委員会へ提出する報告書作成のための調査委員会の設置、また、調

査などを行っていただいているところでございます。 

    また、２月 13 日に開催をいたしました利神城跡等調査報告会につきましては、調査委

員会の藪田委員長をはじめ、２名の委員から調査の中間報告をいただき、当日は予想をは

るかに上回る 200 名以上の方の参加をいただいたところでございます。 

    現在、御殿屋敷跡を含めた地域における利神城跡としての国指定を目指しているわけで

ありますが、この国指定範囲につきましては、利神山や御殿屋敷跡など史跡を中心とした

範囲でございますので、平福の町並み指定範囲は予定はしておりませんが、指定を受けた

後はその範囲の史跡について、保存・整備・活用などの基本構想を策定をして、整備には

長年かかると思われますが、保存・整備計画を立てるとともに、平福の町並みも含め、佐

用町の大変大きな貴重な観光の資源として活用を図ってまいりたいというふうに考えてい
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るところでございます。 

    次に、２点目の町の条例、佐用町歴史的環境保存条例が景観形成に本来の目的どおり役

割を果たしているのかとのご質問でございますが、この条例は、多くの地域で時代の流れ

とともに伝統的な町並みが失われていく中、昭和 58 年に旧因幡街道の宿場町として栄え

た平福地区の佐用川の川面に映える土蔵、川座敷群などの貴重な歴史遺産を、地域と行政

が町並みの歴史的環境を保存・継承に取り組むために制定をしたものでございます。歴史

的環境を保存するため歴史的環境区域を審議会及び地域代表の方の意見を聴取して定めて

おり、歴史的環境保存対策費補助金の交付金対象となる区域について、保存区域、重点保

存区域及び最重要建築物の指定があるわけであります。 

    また、歴史的環境区域において、建築物その他の工作物の新築、改築等の行為をしよう

とする者は、町長への届け出が必要となり、歴史的環境区域の保存のため、必要があると

認める時には、審議会に諮り、必要な助言、指導等を行っております。 

    次に、３点目の佐用町歴史的環境保存審議会において、景観形成区域について町当局に

ミスリードはなかったのかということと、５点目の太陽光パネルの設置個所について、佐

用町歴史的環境保存審議会での議論と結論はという御質問につきましては、関連がござい

ますので、併せてお答えをさせていただきます。 

    佐用町歴史的環境保存審議会は、５名以内の地域の代表で組織をされ、歴史的環境区域

内に建設される建築物・工作物等が、歴史的町並みにふさわしい建築物・工作物になるよ

う調査審議するために設置をされております。太陽光パネルについては、再生可能エネル

ギーとして国が推奨していることもあり、ここ数年至るところで設置されておりますが、

歴史的環境区域内において、平成 26 年６月に太陽光パネルを設置する行為届出書が提出

されたことから、審議会を開催をして、計画の見直しもしくは塀囲いなどの審議会の協議

結果を伝えるために、会長と共に、所有者へ指導を行ったところでありますが、了解が得

られなかったという経緯がございます。 

    また、県からも歴史的景観上、太陽光パネルに関しては規制の対象とならないとの回答

があり、これ以上の指導は困難であると判断して、審議会において経過を報告をいたしま

した。 

    また、その他の太陽光パネルについては、行為届出書が未提出で設置されており、歴史

的環境区域であり行為届出書の必要性を設置業者に説明し、指導をいたしております。 

    条例による強制力もないために、審議会で改善が必要と判断された場合においても指導

のみにとどまってしまうこととなります。 

    次に、４点目の景観形成上あるいは歴史的環境保存の観点から支障となる構造物の計画

について承知しているのかとのご質問でございますが、歴史的環境区域に工作物を設置す

る等の場合は、建築確認申請書をはじめ、地元の情報提供などで確認をいたしております

が、議員ご指摘の構造物ということについては、具体的には確認ができておりません。 

    次に、６点目の県の景観の形成等に関する条例との齟齬、範囲についての相違はなぜな

のかとのご質問にお答えをさせていただきます。 

    県の景観の形成等に関する条例と町の歴史的環境区域の範囲は同じであり、町が進めて

きた景観形成の取り組みを県が尊重をされ設定されたものと思っております。町の交付金

については、歴史的環境区域の中で、保存区域、重点保存区域及び最重要建築物に対して、

保存施設の改修・改築に係る経費について、歴史的環境保存対策費補助金交付要綱により

交付をしているところでございます。 

    また、県の交付金においては、町指定の３区域に含まれない地域である歴史的景観形成

地区内に利神城址ゾーン、町家景観通り、川端景観通りなどを設定をされ、景観形成基準

を設けて、それぞれの区域にあった景観上に配慮し、修景の状況により助成金を交付して
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いただいているところでございます。 

    最後、７点目の条例の不備を認めて、改正の考えはないか、または景観形成区域につい

て町当局の誤解があるのではないかとのご質問にお答えをさせていただきます。 

    ２点目の質問事項でお答えをさせていただいたとおり、条例は、歴史的環境を保存する

ための条例であり、地域の方が景観を守るために必要な補助金の制度などを決めたもので、

有効なものと考えております。 

    地域の住民の方が、平福の景観が貴重で重要であることを認識され、新築や修繕で配慮

される場合に、県と町が支援する制度でありますので、この条例は、地域の方に寄り添っ

たものとなっており、不備があるとか、改正するというような内容のものではないという

ふうに、私は考えております。 

    以上、ご質問に対するこの場での答弁とさせていただきます。 

 

〔廣利君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、廣利一志議員。 

 

４番（廣利一志君）    環境保護審議会の件について、お尋ねをします。１回のみ行為届が

あり審議されたということなんですけれども、この条例でいうところの大規模建築物、自

動車学校跡に建設されている太陽光パネルは、この大規模建築物には当たりませんか。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、町長、答弁願います。 

 

町長（庵逧典章君）    大規模建築物というような規定は、私はなかったと思うんですけれ

ども、建築行為で、どの大きさが大規模で、どれまでが大規模ではないとかいうような規

定はないと思っております。 

    太陽光については、そうした工作物としてでありまして、当然、工作物についても届け

出をしていただくと、ただ、規制のそうした対象にはなってないという状況であります。 

    こういう太陽光パネルというようなものが、当時、私もこの歴史的環境保存条例、形成

つくる時に担当者としてかかわったわけであります。想定はされておりませんでしたけれ

ども、先ほど、答弁でも申し上げましたように、そうした太陽光パネルというものについ

ては、規制の対象にはならないというような、そういう考え方で、県のほうにもあるとい

うことで措置をしております。 

 

〔廣利君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、廣利一志議員。 

 

４番（廣利一志君）    建築基準法上の問題と、その条例でいうところの大規模建築物、こ

れは同一なのかなと思いますけれども、条例的には、高さ 15 メートル。それから、広さ

の 1,000 平方メートルという規定があります。 

    ですから、この環境保護審議会で、この素盞嗚（すさのお）神社のところにも実は設置

がされております。これは、該当するのではないかなというふうに思いますけれども、再

度、答弁お願いいたします。 
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〔町長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、町長、お答えください。 

 

町長（庵逧典章君）    大規模建築物というのは、建築基準法上の大規模建築物ということ

でお尋ねなんでしょうか。 

    建築基準法上の、この太陽光というのは、そういう規定はないというふうに、私は思っ

ておりますけど。 

 

〔廣利君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、廣利一志議員。 

 

４番（廣利一志君）    条例上。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、町長。 

 

町長（庵逧典章君）    県のですか？ 

    県の、そういう景観形成ということについては、そうした大規模なものということでの

規定があるというふうには聞いておりますけれども、町としての審議会、町としての保存

条例というのは、そういうことは規定をしていなかったと思います。 

 

〔廣利君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、廣利一志議員。 

 

４番（廣利一志君）    県の条例と、それから町の条例の設定しているところの範囲、齟齬

はないという答弁が最初にありましたので、そのところから、実は、齟齬と相違があるの

ではないかなという点で、幾つか質問します。 

    そうすると、26 年に２回、それから 25 年に１回、審議会が開かれておりますけれども、

これは、行為届が出ての審議会の開催ですか。 

 

議長（西岡 正君）    はい、お答えください。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、町長。 

 

町長（庵逧典章君）    25 年、26 年の件、１件、２件というふうにご質問ですけれども、

これ長年、30 年以上、そうした審議会設けて、行為届を出していただくことが必要である

というふうに規定をしておりますけれども、なかなか行為届が出されない場合もあります。 

    そういう場合は、当然、審議会の委員というのは、地域の方々のそうしたことに造詣の
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深い方、非常に熱心に取り組んでいただく方が入っていただいておりまして、地域の状況

を、十分にそれぞれが普段から見ておられるので、そういう情報に基づいて、逆に審議会

から行為届を出してください。また、審議会を開くというようなこともやってきたわけで

す。 

    そういう中で、太陽光についても、そうした行為がされているということで審議会を開

いたというふうに聞いております。 

 

〔廣利君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、廣利一志議員。 

 

４番（廣利一志君）    最初に質問しました利神城跡、それから御殿屋敷跡、町並みの景観

と、この３点セットというのが、当初から言われていたと思いますけれども、町長の答弁

では国指定史跡のところの意味では、利神城、それから御殿屋敷跡が優先されるようなニ

ュアンスで伝わったんですけど、それは、町並みは後回しということでしょうか。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、町長、お答えください。 

 

町長（庵逧典章君）    国指定の範囲、今回の利神城跡というのは、これは町並みでありま

す佐用川の右岸は含まれておりません。それは、歴史的な経過もあるわけでありまして、

少なくても、利神城が当時、築城され、そしてその下の御殿屋敷、そして、そうした関連

の武家屋敷が整備されたところ、そういう遺構というものを、これを指定をすると、国指

定にするということで取り組んでいるわけです。 

    佐用川の右岸であります、こうした平福の宿場町平福としての町並み、景観形成という

ものは、ここには、それだけ皆さん、ずっと長年居住されて、現在もたくさんの方がここ

に家があって住んでおられるわけです。そういうところを、そうした国指定の史跡にする

ということ、これはできません。 

 

〔廣利君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、廣利一志議員。 

 

４番（廣利一志君）    国指定のところについては、わかるんですけれども、やっぱり町並

みも合わせて、当然、考えていかないといけないと、私は思います。 

    それは、今回、私、この質問に際して、１月と２月、約１週間にわたりまして、平福の

各階層の方にご意見を直接聞きました。国指定史跡の問題についても関心が高いし、先日

の 13 日の史跡の講演会にも 100 名を超える平福の町民の方が集まられました。 

    町並みの問題については、今、合わせて３点セットというところについて、多くの方が

危機感を持っておられます。その町並みの連続性、空き地・空き家の問題、大型建築物、

このところについては、皆さんが、異口同音にそのことを危惧されておられます。 

    再度、ここは同時にというか、当然、ここは考えていかないといけない点かなというふ

うに思うんですけど、いかがでしょうか。 
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〔町長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、お答えください。 

 

町長（庵逧典章君）    私が、先ほど答弁させていただいたのは、廣利議員の御質問は、国

の今回の指定は、その範囲として、この平福の、今、利神城跡、それから御殿屋敷、それ

だけで、あと町並みのほうはどうなのかということですから、指定については、当然、そ

こは先ほど申し上げたとおりの範囲で指定を受けようとしているということを、私は、答

弁をしたわけです。 

    ですから、平福の歴史的な景観のこういう町並みを含めた、今まででも保存、これをし

てきたわけです。ですから、佐用町の当初、30 年前、実際にこのどこの範囲を、この景観、

歴史的環境の保存区域にするかということも、当時、いろいろと議論を、私はさせていた

だきました。 

    その中で、非常に広い範囲を指定をしたわけです。当時としては、先ほど、地域の皆さ

んも町並みについても、非常に空き家になったり、家がなくなったりして、そうした街道

沿いの平福の景観というのが、かなり崩れてきた。そういうことの危機感を持って、それ

を何とか町並み保存をしていこうというのが、地域からの非常に強い取り組みの中で、こ

うした条例も生まれたわけです。 

    ですから、当然、この平福の地域としては、利神城跡、御殿屋敷、そして下、右岸側の

以前からの平福の町並み、これは一体的なものであるというふうに、私も思っております。 

 

〔廣利君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、廣利一志議員。 

 

４番（廣利一志君）    県の条例と、佐用町の条例で範囲については、齟齬がないというこ

とでありましたけれども、今これ県のホームページで見れる佐用町の平福の景観形成地区

を示したものなんです。ざっと見ますと、これが国道 373 号線。南は、千種川リハビリテ

ーションを一部含んでおります。これが旧道、それから利神城跡、それから朝霧園、ここ

が一番北の端で、田んぼの部分、延吉のほうに、この色は青色、緑、ピンク、黄色とあり

ますけれども、この全域が景観形成地域ということで、この範囲は町の条例も県の条例も

変わらないということなんですけれども、これは先日、資料請求しまして、私は、平福の

景観形成地区について、どの範囲かという形で提出をいただいたものが、実は、これなん

です。 

    これは、利神山も当然含んでないし、道の駅の裏の西山というところ、これも含んでな

いし、旧道沿いの川沿いのこの一角、このマーカーされているのは、提出された時にされ

たものを、そのまま印刷しました。この一角なんです。 

    実は、ここに環境保護審議会で、当局のミスリードはなかったかというのは、26 年の時

には行為届が出て、審議はされておりますけれども、ミスリード、私に出された対象地域

は、実は、すごく狭い範囲です。だから、環境保護審議会で２回の自動車学校、素盞嗚神

社等の審議が、実はされてないということですけれども、自動車学校の跡は、かなり大規

模な工事だったと思います。 

    もしかして、担当者のところで、景観形成地域外という認識はなかったんでしょうか。 

 

議長（西岡 正君）    はい。 
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〔町長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、町長。 

 

町長（庵逧典章君）    それぞれ、担当者も長年、交替、変わってます。当時、実際にそう

した目的を持って、いろいろとつくった条例を、つくって私であれば、全て、そういうこ

とも認識をしておりますけれども、そういう認識が薄かったという点もあるかもしれませ

んけれども、ただ、担当者としては、当然、きちっと形成区域という範囲、広いところと

いうところは、当然、知っていますし、ただ、今、廣利議員が示された狭い範囲のその重

点区域というのは、当時から一番最初はかなり広い範囲で平福の宿場町の街道沿いを指定

していました。その中で、なかなかそこまで、町としても全てのところを、そうした建物

について助成をして、財政的にも厳しい状況があり、効果を上げるためにも重点区域を決

めて、その区域内においての建物については、最重要建造物、建築物とか、重点区域とい

うことで、補助率も上げて保存をしていこうと、景観を保存していこうということでの範

囲を決めたわけです。 

    ですから、この条例というのは、元々、地域の皆さんが自分たちの平福地域というもの

を自主的に自分たちが守っていこうということが、まず前提にあります。 

    それに対して、町行政としては、そうした地域に対しての保存していただくために一緒

に協力して、特に、そうした修復をしたり、建物つくられた時に、景観に則したもので、

より費用、お金がかかる場合に、その部分に対して補助をしましょうという形で進めてき

たところです。 

    ですから、先ほどの示された範囲というのは、そうした中で、町が条例に基づいて交付

金を交付する範囲というところを示しているだけでありまして、その景観をみんなで守っ

ていこうという区域については、その当時から何も変わっているわけではありません。 

 

〔廣利君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、廣利一志議員。 

 

４番（廣利一志君）    新たな構造物というところについて、確認ができていないという最

初の答弁がありました。 

    それで、私が調べたところでは、この範囲の中に、現実には３カ所、自動車学校跡、素

盞嗚神社、南の端、３カ所が太陽光パネルですけれども、設置されています。 

    近接のところでいきますと、こちらへ行くと庵なんですけれども、庵に１カ所あります。

それから、友延、北のほうですけれども、ここに実は２カ所、花木園の跡と、国道沿いに

１カ所。 

    ですから、周辺部含めると実は６カ所が設置既にされています。 

    それで、佐用町の中で、これだけ、この狭い地域にまさに景観形成地域でありながら６

カ所も設置されているというのは、あまり例がない。 

    さらに新たな構造物、これは平福の皆さんに聞いてわかりましたけれども、これが平福

の道の駅ですけれども、ここに道の駅、このあたりです。計画が上がったのは。 

    さらに、町の中にも１つ計画があるというふうに聞いています。 

    これは、平福の住民の皆さんの、この条例そのものは強制力がないんです。ですから、

いかにも住民の皆さんの意識というところで言われますけれども、やっぱり町と一体とな
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って景観を守るというところについては、これだけ集中して太陽光パネルがあるというの

は、景観形成地域にあるということが、実は、条例が意識されてないというか、あるいは

指導がされてないというか、あるいは、環境保護審議会で十分な議論がされてないか。そ

のところではないかなと思うんです。いかがでしょう。 

 

議長（西岡 正君）    はい。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、町長。 

 

町長（庵逧典章君）    先ほど、私もお話させていただいたように、これは昭和 58 年、30

何年以上前に、そうした地域の皆さん、地元の方の非常に熱い思い、いろいろな思い、取

り組みの中で、町としても一緒に考えてつくった条例であり、また、その後、100 件以上

だと思いますけれども、そうした建物の修景、また、保存に地域の方も協力をしていただ

いて、現在があるわけです。 

    その中には、全く環境にそぐわないような建物もつくられてきました。 

    これは、先ほど、議員もお話しのように、この条例については、そこに人が住んでいる。

住んでいる人の生活圏、また、生活に対して、やはり配慮しなきゃいけない。強制力を持

たせることはできない。やはり、また、こうした町並みというのも、時代とともに、ある

程度は、時代の中で変わってくのが、これも歴史であります。 

    だから、そういう緩やかな規制の中で、まずは、これは地域の皆さんのそうした合意、

地域の皆さんがそういう思いでもって、こうした自分の地域を歴史的な景観として守って

いこうという、そういう取り組みで、また、それに沿った条例で取り組んでいた、この歴

史があるわけです。 

    だから、30 年の歴史というものは、これは否定されると、非常に地域の皆さんにとって

も、これは皆さんの 30 年間という努力に対して、少し辛い思いがあると思います。 

    ですから、やっぱり 30 年間取り組んできたことを踏まえて、さらに時代が変わってき

て、今、廣利議員が言われるように太陽光というような、こういうエネルギーの問題で、

これは平福地区に集中していると言われますけれども、全国、佐用町内にも至るところに

あります。これも、そこに住む人たちが自分の土地の活用であるとか、経済的な問題とし

て取り組まれていることであって、それを全て規制するというわけにはいかない。 

    だから、そういう中で、できる範囲内で、この地域のそうした歴史というものを継承し

ていくということを考えていかなきゃ仕方がないんじゃないかというふうに、私は、考え

ております。 

    これは、当初からの、そういう思いというのは、変わらないと思います。 

    ですから、先ほど言いましたように、広い範囲を指定したことについても、本来はもっ

と狭い町並みの街道沿いだけでいいのではないかというような話も、議論もしました。 

    しかし、そうした地域みんながそういう思いを持って取り組むことで規制はしない。強

制力はない。緩やかなものであるということの前提の中で、そういう広い範囲を指定した

という経過もあるわけでありまして、そういう思いというのは、やっぱり変わっていない

というふうに思います。 

 

〔廣利君 挙手〕 
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議長（西岡 正君）    はい、廣利一志議員。 

 

４番（廣利一志君）    今回、策定されました佐用町地域創生 人口ビジョン・総合戦略の中

に、この利神城跡の問題、観光地「平福」の問題は、取り上げられております。その中で

言われているのは、平福のブランド価値の向上と、今、議論していることが、平福のブラ

ンド価値の向上につながるのかな。 

    私は、疑問に思いますし、平福の住民の皆さんが、私の会った方は、皆さん、そんなふ

うにおっしゃってます。 

    町長が言われていた 30 年前、私は、この報告書を読ませていただいきました。58 年に

出ております。100 ペーシにわたる膨大な資料です。明石高専の渡邉助教授を中心にして、

12 名の調査団がまいり、100 ページにわたる報告書です。 

    その中で、平福のまちづくりというところがありまして、こんな一文がありますので、

少しだけ引用させていただきます。 

    小さな開発でさえ、一度許容すれば、既成事実化し、波紋を広げるものである。それだ

けに、長期的展望に立った条例の見直しは、緊急の課題と言えよう。現在の条例だけでは、

開発の波に対応できず、平福の歴史的環境を守ることはできないだろう。 

    谷本町長の時の調査報告書です。これは、30 年前ではありますけれども、今でも通じる

というふうに思います。 

    太陽光パネル。当時は、予想もできなかったことです。これだけ集中しているというと

ころについては、これは、何らかの対策が必要ではないかな。今後も、実は予定されてい

る。 

    御殿屋敷跡には放棄田があります。平福の皆さんは、この放棄田の対策に頭を悩まして

おられます。あるいは、空き地・空き家、通り沿いにたくさんあります。倒れそうな家も

あります。ちょっと、板塀を張るだけで町並みの連続性というのは守られるのではないか

な。応急的な対策はとれるのではないかなというふうに思います。 

    30 年たちましたけれども、30 年前のままの条例というのは、今の現実の状態を反映し

てないのではないかな。そこは、不備があるというふうに思うんですけど、いかがでしょ

う。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、お答えください。 

 

町長（庵逧典章君）    それを不備と言われれば、そういう時代にだんだんと変わっていく

中で、それに対応できていないということであれば、それは不備というのではなくって、

そうした時代に合わせた条例にしていかないと、それに対応ができないということであろ

うかと思います。 

    ただ、この条例も、そういうことで 30 年間、いろいろと、その中で、地域の皆さんが

協力しながら、この条例に基づいて、現在の町並みというもの、できるだけ皆さんの協力

の中で集計をしてきたところですし、町としても、どうしても時代とともに新しいものも

つくっていかなきゃいけない。そういうことで、ああした智頭急行の駅も、元々なかった

ものです。ああいうものをつくりました。それから、道の駅もつくりました。また、新し

い福祉センターとか、そういう施設もつくってきたわけです。 

    だから、それは時代とともに、そういう必要なものは、やっぱりその中で生まれてくる

ということ。これも、ただ単に保存をするとか、文化財として、そのものを昔のまま残す
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ということだけでは、地域の生活は成り立たないというところがあります。 

    だから、どういうふうに変えていく、考えていくにしても、やっぱり地域の皆さんの生

活というものにも、寄り添ったものにしていくということ、このことは、まず、基本で大

事だと思います。 

    元々、この条例、また、その審議会においても地域で、平福文化と観光の会というもの

があったり、その中で非常に活躍をされてきた人たちが中心になって、これを運営してき

た、していただいたわけでありまして、そういう中で、今、廣利議員がいろいろと指摘さ

れる点についても、そういう時代の中で、変わってきた、今後、どうするかということ、

これは町行政としても、当然、一緒になって考えなきゃいけないんでしょうけれども、平

福の地域の皆さんが一緒に考えていただく、協議していただくことではないかというふう

に思います。 

 

〔廣利君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、廣利一志議員。 

 

４番（廣利一志君）    条例の件については、町長の前向きな答弁をお聞きしました。平福

の住民の皆さんと、そこは一緒であります。ぜひこれは、今の時代に合う形の条例の改正

というのを 30 年たちましたので、時代に沿うような形で条例を考えていく、町並みもほ

かの２点と合わせて考えていく。調査報告会がありまして、200 名の方が参加されました。

今後、国指定という形になると、今まで以上に観光客の方は増えると思います。あるいは、

テレビ局の取材も増えると思います。 

    我々は、道路からこの目線から見ていますけれども、上空からテレビカメラが映した時

に、景観形成地域が太陽光パネルばかりと、観光客の方は、まず、そのことでがっかりさ

れるでしょうし、空き家・空き地が多いというところでも、がっかりされるというふうに

思います。 

    ぜひ、そういう点を踏まえ、30 年たった条例の改正について、再度決意をいただきたい

なというふうに思います。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、町長、答弁願います。 

 

町長（庵逧典章君）    この問題については、当然、平福地域と一緒にいろいろと協議をし

た上で考えて行かなきゃいけない問題です。ですから、先ほど言いましたように、これま

でにも、ずっと長年取り組んできた歴史というものがあります。そういうものを踏まえた

上で、そうした時代の変化。これから、どうするか。そして、新しく、ようやくと言いま

すか、平福の利神城跡、ここの国指定という大きな一歩が踏み出されているわけです。そ

ういうことを踏まえて、地域で一緒に地域挙げて取り組む、考えていただく中で、町とし

てもそういう条例上の問題、また、これに対する今後、どう活用していくのか、整理して

いくのか、こういうことも一緒に、その中に踏まえた上で、考えていかなきゃいけない問

題だと思ってますから、その中で条例の改正が必要であれば、条例の改正も行っていくと

いうことになろうかと思います。 

 

〔廣利君 挙手〕 
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議長（西岡 正君）    はい、廣利一志議員。 

 

４番（廣利一志君）    次の質問に移ります。 

    定住・移住促進ための具体的支援策をただす。町長の見解をお聞きいたします。 

    新聞などによりますと新年度の兵庫県並びに近隣市町の予算案が発表され、地域創生戦

略が語られ、予算案に定住・移住の具体策が盛り込まれています。 

    兵庫県では、東京圏からの学生、社会人の移住を狙う事業、赤穂市では、移住希望者に

１日 1,000 円のお試し暮らし事業、養父市では、年中無休の移住相談窓口の設置、新婚世

帯の引っ越し費用負担などの具体策が事業発表されています。 

    町長は 12 月議会一般質問に対する答弁の中で、定住・移住対策の中で人員を強化する

と言われましたが、具体的にはどの部署に、何人を、そしてその任務は何で、何を担当し

てもらうのですか。 

    １点目、移住・定住希望の方に対して土日も夜も対応できるのか。 

    移住相談会は計画しているのか。また、それに対して強化された人員が対応するのか。 

    ３点目、近隣の市町を見ても担当職員のマインドが大事だと思います。選任に当たって

は重視するのか。 

    以上、答弁、よろしくお願いいたします。 

 

議長（西岡 正君）    はい、町長、答弁願います。 

 

〔町長 庵逧典章君 登壇〕 

 

町長（庵逧典章君）    それでは、廣利議員からの２点目の御質問でございます。 

    定住・移住促進のための具体的支援策についてのご質問にお答えをさせていただきます。 

    １点目の移住・定住希望者の方に対して、土日も夜も対応できるのか。 

    また、２点目の移住相談会は計画しているのか。また、それに対して強化された人員が、

どう対応するのか。 

    ３点目の近隣の市町を見ても担当職員のマインドが大事だと思うが、選任に当たっては

重視するのか。 

    こういう項目全て関連をしておりますので、３項目の質問でありますが、あわせてお答

えをさせていただきたいと思います。 

    まず、平成 28 年度から移住・定住対策の施策として、正規職員１名を配置し、非常勤

職員と、また、地域おこし協力隊員の２名を採用して、３名体制で空き家対策を含む、移

住・定住関係の施策の立案から対応までを考えております。 

    あわせて、佐用町に引き続き定住していただいたり、移住していただくためにはＰＲを

することが大事ですので、パンフレット等を作成したり、ホームページやプロモーション

ビデオ等を活用して、町内外に佐用町の魅力を発信する予算なども計上いたしております。 

    また、定住マンションを、ＪＲ姫新線及び智頭急行の駅付近に建設することが可能かど

うかのニーズ調査などの費用も計上し、将来的に移住・定住促進につながる礎となるよう

な施策と、それに伴う予算化を 28 年度行っているところでございます。 

    ご質問の内容は、主に町内の空き家を利活用する上でのご質問と捉まえますが、土日等

の対応、移住相談会の実施につきましては、県や関係他団体と調整を図りながら、家主さ

んや移住希望者のニーズに極力添えるように考えてまいります。その前に町内の利用可能

な空き家の掘り起しを行わなければなりませんので、それを、まず、最重要課題として取
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り組んで行きたいと思います。 

    したがいまして、平成 28 年度は先に述べましたように、そうした礎の年となりますの

で、土日等、いつでもという対応についても状況を見て、日時を決めて、そうした相談会、

また、対応をするようにすればいいのではないかなというふうに考えております 

    次に、担当職員のマインドについてのご質問ですが、これは、どの職務、職種について

も当然必要なことであり、３月上旬に行いました定住促進コーディネーターを含む５業務

５名の地域おこし協力隊の採用においても、それぞれの業務に対する応募者のマインドを

重要視して採用の決定したところでございます。 

    以上、ご質問に対するこの場での答弁とさせていただきます。 

 

〔廣利君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、廣利一志議員。 

 

４番（廣利一志君）    移住・定住希望の方に対して、土日も夜もというのは、現状に対す

る認識が、私も 10 年近く、この空き家の問題、移住・定住の問題取り上げていて思うの

は、10 年前、あるいは５年前と随分変わってきている。 

    田舎暮らし、定年を迎えたシニアの方が田舎暮らしをするという時代から、実は、今、

変わってきているという認識があります。中には 30 代の方も 40 代の方も実は佐用町に来

られておられます。その方たちは、神戸でも大阪でも、まだ、今、勤務中なわけですね。

その方たちに、どう対応していくかというところが問われているということで、その現状

認識について、町長のお考えを再度お聞きいたします。 

 

議長（西岡 正君）    はい、町長、答弁ください。 

 

町長（庵逧典章君）    当然、そうした選任の職員も、今度、定住対策室という室をつくっ

て配置をすると。そして、そこで、そうした移住希望者、定住希望者、いろいろとＰＲし

ながら相談にも乗って促進していこうということです。 

    ですから、そうした若い人たち、今回のコーディネーターなんかでも非常に若い人が地

域おこし協力隊、そういうこの応募も非常に若い応募がありました。 

    そういう中で、当然、その方たちも今現在、それぞれ仕事を持っておられる。そういう

勤務というのもあります。 

    町職員も当然、それぞれ勤務もあり、休日もあるわけですけれども、そうした担当者に

おいて、これは、まずは今の時代、直接、いつでも窓口開けておいて誰でも来てください

と、いつでも対応しますというわけにはいかないんです。 

    しかし、事前に、いついつ相談に行きたいとか、佐用町訪れたいとか、そういう連絡は、

これは電話とか、いろんな方法はあります。そういうことで、その方の要望なり状況に合

わせて、また、土曜日、日曜日に来ていただくことであれば、それはまた、担当者が、そ

の日に合わせて日時を決めて、対応させていただくという、こういうことで進めていくと

いうことが、これは当然のことだと思います。 

    土曜、日曜日は、担当者が全く出ませんとか、そんなこと言う職員はおりませんし、必

要であれば、そういう形をとろうということでありますので、そこは、そんなに私は心配

をしておりません。 

 

〔廣利君 挙手〕 
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議長（西岡 正君）    はい、廣利一志議員。 

 

４番（廣利一志君）    近隣の市町を見て、私も感じるところがあったんですけど、神戸の

相談会に何回か参加して、移住希望者の方に接することがあります。 

    その時に、その職員、まだ、若い職員ですけれども、この移住のことにかかわって３年

目とおっしゃっていました。１年目、２年目は、どうやって移住希望者の方に接していっ

ていいかわからなかった。悩みましたという話をされていました。３年目になって、随分

と変わりまして、私が移住希望者の一番最初に接する人だと。机にデンと座って説明を受

けますという形ではなくて、積極的に笑顔で迎え入れるという形で、実は接しておられま

して、さらにすごいのは移住希望者と受入自治会の中に入って、コーディネートもするし、

心配事、悩み事も相談するという形をされています。 

    実は、地域おこし協力隊の方も５名決まりましたので、そういう意欲の高い方というふ

うに思いますけれども、ぜひ近くの市町で、そういうことを取り組んでいるところが現実

にあります。実績も実は、移住者がそこは増えております。だから、それは、大いに参考

になるのではないかなというふうに思いますので、ぜひ再度、その点について、そのマイ

ンドが大事というところについて、徹底方よろしくお願いしたいし、そのところについて

の町長のお言葉をもう１回お願いいたします。 

 

議長（西岡 正君）    はい、お答えください。 

 

町長（庵逧典章君）    移住希望者、定住をして、いろいろと考えて、どこにというふうに

調べて来ていただく人、いろいろなところを訪れられると思います。最終的に、いろんな

条件があると思うんですけれども、どこにということ決定される大きな要素の中には、や

はり、今、言われる、どれだけ職員、人間関係が熱心に、また、その方の心にちゃんと寄

り添えるか。また、信頼がいただけるかというところが、やっぱり大事だというふうには、

当然、思います。これは、どんな仕事でもそうだと思います。 

    特に、初めて来ていただく人、その方が最初に相談を受けて、いろいろと町の状況をど

れだけ熱意を持って、その方に伝えるか、そういうところが、当然、これは職員のこの職

務に対して求められるところであり、そういうことを考えて、今回、定住のそうした室も

つくると。そして職員も配置するということで、28 年度から取り組みますので、当然、職

員はそういうことを十分に理解した上で、考えた上で対応をしてくれます。 

 

〔廣利君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、廣利一志議員。 

 

４番（廣利一志君）    私の質問は、以上で終わります。 

 

議長（西岡 正君）    廣利一志議員の発言は終わりました。 

    続いて、13 番、平岡きぬゑ議員の発言を許可します。 

 

〔13 番 平岡きぬゑ君 登壇〕 

 

13 番（平岡きぬゑ君）   13 番議席、日本共産党の平岡きぬゑです。 
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    私は、佐用町南光歯科保健センターの運営についてを質問いたします。 

    この２月 23 日全員協議会で、佐用町南光歯科保健センターの今後のあり方について運

営協議会が行われ、３月中に町長に答申がされるという経過が報告されました。 

    町長は、平成 27 年４月に策定した佐用町行財政改革大綱、第３次でこの歯科保健セン

ター事業の見直しとして、外出支援サービスの充実や民間歯科医院の充実などの理由によ

り、診療・治療事業は廃止し、予防・啓発・指導事業に特化するなど、歯科保健センター

事業のあり方について運営協議会で協議を行い、見直しを進めるという、そういう内容で

５月 19 日に諮問し、この平成 28 年２月 18 日の第４回運営協議会で町長への答申が検討

されるという、今現在、経過があります。 

    佐用町南光歯科保健センターは、昭和 58 年に国や県から過疎地域等特定診療所整備補

助事業の補助金を受けて旧南光町で設立され、町ぐるみで虫歯予防に取り組み、80 歳を迎

えた時に自分の歯を 20 本残そうという 8020 運動、これが歯科保健センターから全国に広

まりました。歯科医療の面で子供、老人、障害者ら弱者のために十分配慮された取り組み

が行われてまいりました。10 年前４町合併後、もう 11 年になりましたけれども、南光地

域だけでなく全町域の方が利用されている現在施設となっています。そこでお伺いします。 

    運営協議会に報告されました歯科保健センターの事業報告・事業計画・利用状況・施設

の状況・利用者アンケートについて、その内容を明らかにお願いします。 

    その２、治療と予防を一体化した歯科保健センターの活動について、町民のニーズに応

えるためには、現在の歯科衛生士などスタッフの充実がさらに必要だと考えます。町長の

見解をよろしくお願いいたします。 

 

議長（西岡 正君）    はい、それでは、町長、お答えください。 

 

〔町長 庵逧典章君 登壇〕 

 

町長（庵逧典章君）    それでは、平岡議員からの佐用町南光歯科保健センターの運営につ

いてのご質問にお答えをさせていただきます。 

    まず１点目の運営協議会に報告をされた事業報告・事業計画・利用状況・施設の状況・

利用者アンケートについての内容を明らかにされたいとのご質問でございますが、平成 27

年４月、第３次佐用町行財政改革大綱が策定され、南光歯科保健センター事業について見

直す改革項目が打ち出されました。その内容は、歯科保健センター事業のあり方について

運営協議会で協議を行い、見直しを進めるということでございます。そのことによりまし

て、私は平成 27 年５月佐用町歯科保健センター運営協議会へ諮問をし、審議していただ

いているところでございます。 

    初めに、事業報告及び事業計画につきましては、毎年度ごとに作成をしております業務

概要及び事業報告のうち平成 25 年度及び平成 26 年度を説明するとともに、あわせて平成

27 年度の事業計画を説明をいたしております。 

    次に、利用状況につきましては、昭和 58 年度から平成 26 年度までの年度別利用状況、

年度別歯科診療状況、年度別歯科衛生指導状況、年度別・地域別利用状況などを説明をい

たしております。 

    次に、施設の状況につきましては、施設の建設費用、施設の平面図、施設の修繕・備品

の更新の状況、写真による施設・備品の状況などについて説明をいたしたところでありま

す。 

    次に、利用者アンケートにつきましては、健康増進計画及び食育推進計画の計画づくり

の基礎資料とすることを目的とした、健康と食育に関するアンケート調査票項目のうち、
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基本３項目と、南光歯科保健センター及び歯と口腔の健康に関する５項目を結果報告とし

てまとめたものと、さらに、平成 27 年６月から９月までの間に、南光歯科保健センター

を利用された方に対して利用者の皆さん 140 名の方の視点による、使いやすさやサービス

の質等について、アンケートによりお聞きした内容をまとめたものを説明をいたしており

ます。 

    これらを参考資料として運営協議会委員の皆さんに、平成 27 年６月から４回にわたる

審議、協議を行っていただいており、今年度中に３委員会からの意見をまとめ、答申がい

ただける予定となっているわけでございます。 

    次に２点目の治療と予防を一体化した歯科保健センターの活動について、町民のニーズ

に応えるためには歯科衛生士などスタッフの充実が必要だと考え、町長の見解を明らかに

ということでございますが、南光歯科保健センターは、昭和 58 年に無歯科医町であった

旧南光町に設置された歯科診療所であり、町内での歯科診療所等と重複することなく相互

に補完し合う機能を有しておりましたが、現在では、町内の歯科診療所等も充足し、かか

りつけ歯科医も定着をしており、一般診療等で重複する内容も多くなってきております。 

    また、町村合併により町の対象者人口も約４倍になりましたが、職員の配置、診療日等

もそのままとした体制で、これまで現在に至っているわけであります。 

    南光歯科保健センターが、設立された当時と比較して、町内の歯科診療所等も２倍に増

えており、南光歯科保健センターが、町内の全ての町民の歯科診療をしなければならない

という状況は、当時と比べ大きく変化をしております。また、利用者の状況を見ましても、

対象者が増加しているにも関わらず、利用者は減少傾向となっております。 

    南光歯科保健センターの運営については、今後ますます厳しい運営になることが予想さ

れるため、南光歯科保健センターが単独で役割を担うのではなくて、町内の歯科診療所等

と連携をし、町民の歯と口腔の健康づくりを推進することが必要ではないかなというふう

に、私は考えております。 

    最後になりますが、南光歯科保健センターの今後のあり方につきましては、運営協議会

から、この３月末までに提出をいただく予定となっております答申を受けて、私としては、

その内容を尊重し、慎重に判断をしてまいりたいと考えているところでございます。 

    以上、ご質問に対するこの場での答弁といたします。 

 

〔平岡君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、平岡きぬゑ議員。 

 

13 番（平岡きぬゑ君）   （聴取不能）、報告した内容については、年度だけしか事業報告内

容がわからなかったんですけれど、歯科センターの業務については、妊婦の方、幼児、障

害者、高齢者など、一般の歯科診療所に行くのが、受診が困難な住民の方を対象にした歯

科診療、それから、通院が困難な住民の訪問歯科診療、訪問歯科保健指導、また、予防対

策として、全ての住民に対する健康診査、それから健康教育、こういうのが事業としての

大きな仕事になるんですけれど、診療対象者と、それから予防対象者の実態については、

先ほどの回答にもありましたように、合併後旧町に比べて４倍の人口規模になっているけ

れど、体制そのものは同じだという中で、それぞれの 65 歳以上の高齢者であったり、障

害者、また、障害施設利用者であったり、介護者、こういった方々の実態は、歯科保健セ

ンターとのかかわりでの実態ですけれども、どのようになっているのか。 

    先ほどの報告では、ちょっと実態そのものがわかり辛かったので、もう一度、よろしく

お願いします。 
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〔町長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、お答えください。町長。 

 

町長（庵逧典章君）    詳細については、また、担当のほうから必要であれば報告をさせて

いただきますけれども、今、平岡議員が言われた南光歯科保健センターでなければという

中で、妊婦の方とか高齢者の方とか、こういう方は、当然、一般の歯科診療、歯科医院、

そういうとこに行かれていて、南光歯科保健センターにおいても当然そこは、そこに来て

いただくということについては、変わりないわけであります。 

    歯科保健センターが、そういう中で、力を入れてやっていこうということが、訪問診療、

こういうことに、今、力を入れていこうということでしたけれども、なかなか、そのへん

のことも、今のところ十分できておりませんし、実際に、一般の民間の歯科医院のほうの

先生方も、そういう受け入れについては、施設の入所者とか、また、車椅子の方とか、そ

ういう方も当然、受け入れていただいておりますから、そんなに変わらないということで

あります。 

    そういう中で、利用者について、これは、建設当時からスタッフについては、ほとんど

変わらにスタッフで、ずっと今まで継続をしているんですけれども、実際の数値として見

て、診療費、収入を見ますと、本当に今年度も補正で大分減額をいたしましたけれども、

1,000 万円を切るという状況になっております。 

    そういう状況で、予防とか健康づくり、衛生士による歯科保健の指導、予防というふう

なことについての取り組みは、当然、学校や保育園、そういうところも出て、ずっとやっ

ています。これは、行政と町として、保健衛生として取り組むべき、今後も当然必要だと

思っておりますが、そういう実態を、今度の諮問で、協議会の中でも諮問委員の中でも議

論をしていただいたというふうに、私は思っております。 

    課長、何か、その人数とか何か言われた…。 

 

〔健康福祉課長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、健康福祉課長。 

 

健康福祉課長（森下 守君）  これ人数を開設当時から申し上げますと、非常にボリュームも

たくさんになりますので、当然、その人数以外にも診療収入、それから件数、予防の件数、

非常に数字を申し上げますと、たくさんになります。 

    多分、議員のほうも各年度の歯科保健センターの業務概要というのもお手元に持ってお

られると思いますが、その内容を年間分、平成７年から出しているのもありますし、わか

る資料としては昭和 58 年から出している資料等もございますので、そういった内容を運

営協議会の中で委員さんのほうに集約させてもらってご説明を申し上げたというのが状況

でございます。 

    また、先ほどの対象者等の話もございました。当時は、各町で無歯科医とか、無診療所、

これは歯科診療所もはじめ、通常の病院、通常の診療所等も基準を設けまして、半径何キ

ロ以内の地域にそういった診療所、または、治療がない場合は、無歯科医村とか、無医村

とかいうふうに言われておりました。 

    その段階で、各町にもそういうとこで診療所つくられ、南光地域におかれましても、当

時もそういうことで無歯科医ということで保健センターのほうに、先生のご協力なくして
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はできなかったんですけど、管理者として先生に来ていただいて、進展したいうのは事実

だと思います。それはもう議員もご存じだと思います。 

    それから、もう１つは、先ほど、町長のほうも答弁がりましたが、建設当時、診療所開

設当時には、当然、いろいろ議論があったというふうに聞いております。当然、当時郡内

にも歯科診療所等がございましたので、医師会等の話の中でも診療対象者、それから、診

療の開催日等についても議論の中で、その後、昭和 58 年から最終的に開催日、診療日に

つきましては、毎週木曜日、金曜日の２日間、基本的には、対象者は、幼児、それから妊

産婦、高齢者、障害者等を原則とする。一般の方については、緊急非常時というような話

も出ていたように思いますけど、そういう方を対象に、平成 17 年まではやっていただい

たと思います。 

    その後、合併後の話になりますけれど、それはご存じのとおり、先ほど、町長もありま

したように、診療所等も現在は、南光の歯科センターを含めて８診療所、当時は４診療所

だったと思いますけど、８診療所になりましたし、現在は、新しく１町、佐用町でやって

おりますので、実質的には無歯科医町ではないという中で行っておりますけど、やはり当

時の約束事がございますので、対象者につきましては、従来のまま継承してやっておると。 

    ただ、町長も申し上げました、各診療所も施設も充実しました。当時は、高齢者、障害

者、非常に難しい診療台もあったというふうに聞いておりますが、今、各施設とも、その

点は充実しているというふうな状況で、そういったことも踏まえ、運営協議会では審議を

していただくということになります。 

 

〔平岡君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、平岡きぬゑ議員。 

 

13 番（平岡きぬゑ君）   毎年、業務報告ということで、8020 のまとめは、事前にいただい

ております。その中の人数などは聞いてはいるんですけれども、具体的に虫歯をなくそう

ということで、まず、取り組んだ、その成果についてなんですけれど、26 年度の結果でい

くと、１歳６カ月児、またあるいは、３歳児などの虫歯のある率なんですけれど、全町域

になって、県の平均からすると１歳半の虫歯のある率は、太子町さんのほうが少ないとい

うような結果が出ています。 

    １歳半は県の平均が 1.5、それに対して佐用町は 0.9。ところが、３歳児の虫歯の子供た

ちは、県の平均が 16.0 に対して、21.0 というふうに、まだまだ、健診によって明らかに

されている虫歯の数が減っている状況にはないんですけれど、26 年度の数字を、今、１歳

児、１歳半、３歳児については見ているんですけれど、そういった点、健診については、

そういう結果が出ています。 

    それから、学童の関係で見ていくと、虫歯を保有している子供たちが、まだ、西播磨の

平均で見ても、まだ高い状態が実態としてありますけれど、そういった子供たちの歯科健

診については、引き続き歯科保健センターが取り組んでいく事業の大事な柱になろうかと

思うんですけれど、そういう点については、今後も歯科の予防を特化していくということ

で、行革の中では謳ってありますから、それは外さないとは思うんですけれども、住民で

心配になっているのは、歯科保健センターが近くになるということの、いわゆるかかりつ

け医としての歯科保健センターの役割が今度どうなるのか。診療をやめた場合、困る方が

出てくると思うんですけれど、その影響などは、どのようになるんでしょうか。 

    運営審議会の中で、検討されていましたら、その内容も、ちょっと紹介してほしいんで

すけれど。 
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〔町長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、町長、お答えください。 

 

町長（庵逧典章君）    今、平岡議員からお話のように、これだけ歯科センターまであって、

そうした予防活動、衛生士置いて取り組みをしてきたのに、佐用町、旧南光町も含めてで

すけども、子供たちの虫歯、罹患率というのは非常に高いんですね。平均、県から見ても、

西播磨の中でも、こういうところも、なぜ、こういう成果が、逆に出てないのか、これは、

やはりよく考えて、その地域の食生活とか、また、家庭でのそうした子供たちへの乳幼児

から、小さい時からの歯の健康に対する家庭教育というのができていないのか、また、学

校、保育園なんかでの指導ができていないのか。 

    学校や保育園なんかについては、歯科衛生士がずっと回ったりして、指導をしてきてい

るわけですね。それが成果が出てないというのは、これは、本当にきちっと考えなければ

いけないところではないかなと思っております。 

    そういう中で、今後、別に南光歯科保健センターが、それを担当するというわけではな

くて、町の保健衛生として、これは歯というのは、当然、全ての健康に関係してくる、非

常に大事な歯の健康というのは、健康にとって非常に大事な要素であります。 

    そういうことで、これは歯科保健センターがあるなしにかかわらず、そうした業務とい

うのは、町の保健業務の中で、これは今後とも継続してきちっと、さらにそういうような

状況を踏まえて、強化するところは強化していかなければいけないなというふうに思って

おります。 

    ただ、もう１つ全然違う話で、今、診療にかかっておられる方、そういう方が、かかり

つけ医がなくなるとか、近くになくなるとかと、これは当然、そういう施設が、そこで診

療されている人にとったら、それはそういう状況が生まれることは、これは運営協議会で

も十分配慮されていると思います。 

    ただ、その診療が、たくさんの方、どんどん増えて、その対象者がたくさんである。人

数が多いとか、また、そういう方が、そこがなくなると、ほかに行く、診てもらえるとこ

ろがないとか、非常に診療が受けにくくなってしまうということであれば、また、それは

その考え方の中で、この保健センターのあり方についても、非常に考えなきゃいけないこ

とだと思います。 

    ただ、先ほど、課長も申しましたように、町内には、当時と比べると、たくさんの歯科

診療所も生まれておりますし、そこで先生方も予防とか、そういう高齢者とか障害者の方

への診療、これも力を入れてやっていただいております。 

    そういう意味では、ここの保健センターでなくても、そこの新しいかかりつけ医という

ところへ、それは当然、受け入れていただけるわけですから、診療拒否なんてあり得ない

んですから、それは、十分に対応できると思います。 

 

〔平岡君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、平岡きぬゑ議員。 

 

13 番（平岡きぬゑ君）   さっき虫歯の話で乳児とか、それから学童、それぞれの虫歯の単に

パーセントの一覧表ですから、具体的な実態は、この数字でしか見ることができないんで

すけれども、その健診をした後に、これから虫歯が大きくならないようにということで、
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治療をしていくという、そういう作業が以前は、そこ歯科保健センターの中で、今も治療

ができていますから、かかったら、どんどん年齢、子供たちが大きくなっていく中で、虫

歯が減っていくというような実態が、かつてはあったというような報告も聞いております。 

    予防と治療を一体化した歯科保健センターの中で、平成 20 年３月の資料の中では、３

歳児健診での虫歯が減少したこと。また、8020 達成者の増加が見られたこと、そういうふ

うな報告もあるんですね。 

    ですが、現状では、先ほど、町長も答弁したように、虫歯が減っていないんだと、その

ことについては、よく議論して状況について把握したいということだったんですけれど、

虫歯がわかった時点で、早期に治療していくことによって、そうした虫歯が減少していっ

たというふうに、私は思っているんです。ですから、歯科保健センターでの治療というの

は、予防と治療を一体にした取り組みというのは、まさにそこで成果が上がってきたんだ

と思うので、その治療を廃止していくということについては、大きな問題があると思いま

す。子供たちの虫歯を減らしていく上では、もっと拡充していかなくてはいけないのでは

ないかと、そういうふうな方向に考えをしていただきたいなと思いますが、いかがですか。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、町長、お答えください。 

 

町長（庵逧典章君）    予防というのか、健診についても、各学校に歯科医も校医として、

それぞれ依頼をしております。きちっと年に計画的に健康診断の中で、歯科健診もしてい

ると思います。そこで必要な治療についても、その時に指示がされて、それぞれのまた、

診療所に行って、また、治療も当然されている。歯科保健センターだけが、それをやって

いるわけではありませんので。 

 

〔平岡君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、平岡きぬゑ議員。 

 

13 番（平岡きぬゑ君）   現実に、歯科保健センターがあることで、そういった成果が生まれ

たという、これは事実ですから、そういう点もよく検討していく上では、参考にして、大

事な実績に基づいて判断をしていただきたいと思います。 

    実際に、今の話でいくと、当然、諮問の内容が診療はやめるんだと、行革の中で謳われ

ていますから、そういう方向での答申が出されるのではないかと思うんですけれど、そう

なったら、診療をやめた場合困る人が出てくると思うんですけれど、その具体的には、ア

ンケートもとられたということなんですけれど、その人数として 140 人からのアンケート

をとったということなんですけれど、これは利用者全員のアンケートなんですか。ちょっ

と、そのへんは、具体的には、そのアンケートの内容というのがどうだったのか、伺いた

いと思います。 

 

〔健康福祉課長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、健康福祉課長。 

 

健康福祉課長（森下 守君）  全員にアンケートを平成 27 年の６月 10 日から９月 30 日の約
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４カ月、16 項目お願いをしました。これ 100 パーセントではなかったと思いますが、お

おむね、ほとんどの方が回収できたというふうに聞いております。140 件の方です。 

    このアンケートの内容につきましては、16 項目でありますが、先ほどお話の中で出てお

ります歯科保健センターの、例えば、今後のあり方とか、運営とか、そういうアンケート

の内容では一切ございませんので、あくまで利用者の方が、ここを例えば、この歯科医院

を選んだ、何を、どのような点を重視して選んだとか、当歯科保健センターは、どのよう

に知りましたとか、待ち時間はいかがですかとか、受付の対応はどうでしょうかというア

ンケートでございますので、いかに今議論をされている内容を来庁者、診療に来られた方、

お母さん、お父さんにお尋ねした内容ではないということは、認識をしていただければな

というふうに思います。 

    その他、何かお気づきの点がありましたらどうですかということで、自由項目等も踏ま

えて、その数字につきましては、運協の委員さんの方にはお知らせをして、説明している

ところでございます。 

 

〔平岡君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、平岡きぬゑ議員。 

 

13 番（平岡きぬゑ君）   歯科保健センターの診療治療業務がなくなるということを目的とし

たアンケートではなかったということなので、改めて、その関係する住民に対して、受け

止めが、やっぱりアンケートの内容が違ってきたら、答えも変わってくると思います。 

    そういう点では、改めて答申を受けて、その歯科保健センターのあり方に判断する上で

は、そういった内容でもアンケートしてもらいたいと思います。 

    私は、住民の方から近くに診療所があるから、利用しているので、それこそなくなると

困りますという声とか、あるいは、障害者施設の方からは、健診を年１回してもらって、

年々、歯の状態がよくなっていると評価を受けておるということ。磨き方を学んで、気を

つけて支援できるので助かっていますとか、また、健診を受けた保護者の方が治療もして

もらえるので非常に助かっているという、そういう住民の人の声を伺っております。 

    そういった点などは、そういう運営審議会の中では、報告の中で議論にはなりませんで

したか。利用されている方にとっては、なくてはならない施設なんだと。治療を受けられ

る施設として、絶対確保してほしいという声を、私は、強く聞いているんですけれど、そ

の点は、どうなんでしょうか。 

 

〔健康福祉課長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、健康福祉課長。 

 

健康福祉課長（森下 守君）  アンケートの内容につきましては、先ほど申し上げたような内

容でございますので、選んで、近くというのもありますし、元々、幼児、障害者、高齢者

等の特化した診療所という原則論もありますので、そういったことで、お越しになってお

ります。 

    そして、不満を抱いている方というのは、ほとんどいなくて、満足をされている方、ほ

とんどと言ったらおかしいですけど、満足をしておられる方が、だいたい４分の３いらっ

しゃいます。そういった状況の中で、継続して来ていただいているということは、逆に私

どもとしては、診療所の管理主体としてはうれしいことでございますので、これは長年の
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実績ではなかったかなというふうには思います。 

    そして、その意見の運協の先生方、委員の皆様方の意見なんですが、これはそういった

幼児、障害者、高齢者等々、地域の方々を特化しておりますけど、委員さんの名簿につき

ましては、全員協議会のほうにもお渡しさせてもらった、それぞれの代表の方に入ってい

ただいて、資料、それから状況等報告する中、代表、また、地域の代表としての視線で、

いろいろ忌憚のない意見をいただいて、最終的に第４回目の運協の中で方向性を出してき

たという内容でございます。 

    その内容を何点かご紹介をさせていただきますと、問題点、それから課題、その他、そ

の項目で、いろいろ質疑をしていただいております。全てを読みますと、非常に長くなり

ますので、例えば、要約的に申し上げますと、問題点でありますけど、町内の歯科診療所

等が増加し、その反面、人口は減少している。一般会計から負担してまで、歯科保健セン

ターで一般診療を続ける必要があるのかと、厳しいお言葉をいただいております。 

    新佐用町は、旧南光町と比較して、人口が５倍になっている。無歯科医町ではなくなっ

ているよという意見もいただいております。 

    予防事業につきましては、合併による対象者は増加しているにもかかわらず、予防サー

ビスは減少していると、これも厳しいご指摘でございます。 

    南光歯科保健センターは、診療日の少ない町立の歯科診療としてしか機能はしていない。

これも厳しいお言葉だと思います。 

    また、課題につきましても、南光歯科保健センターと町内の歯科診療所との業務が重複

する機能、これはやはり整理する必要があるのではないか。また、高齢者が増加する中、

歯科受診困難な人、それから住民の歯科保健に対する実態やニーズは、これはしっかり把

握する必要がある。地域包括ケアシステムの構築により南光歯科保健センターではなく、

町内の歯科診療所等が訪問資料、訪問歯科診療ができる、そういった体制も町全体でつく

るべきではないですか。 

    歯科衛生士、これは近隣の市町でも、なかなか町で歯科衛生士を配属しているところは

ございません。歯科衛生士等、高い専門性と経験を有する職員がいるのに、管理や運営に

時間をとられている。もっと、歯科衛生士の活動、その場も必要ではないか。これは、そ

の中の一部分でございますけど、そういった各委員さんからの意見が、各これまでの会合

の中でも議論され、最終的に答申ができる予定になっております。 

 

〔平岡君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、平岡きぬゑ議員。 

 

13 番（平岡きぬゑ君）   先ほどから、アンケートを取られた人数については 140 人という

ことだったんですけれど、南光歯科保健センターで利用されている人というのは、140 人

なんですか。ちょっと、具体的に診療がなくなった時に困る人の数というのは、140 人と

いうことなんですか。お尋ねします。 

 

〔健康福祉課長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、健康福祉課長。 

 

健康福祉課長（森下 守君）  あくまで６月 10 日から９月 30 日の間に来られた実人数、延べ

ではなくて、実人数です。２回目以降の方にはアンケートを取っておりません。 
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    診療件数は年間 2,600 人、3,000 人の時もありますが、2,500、2,600 人の人数で、これ

も延べ診療件数でございますので、今現在、実人数等は把握しておりませんが、約４カ月

の間におおむねの方に理解をいただいてアンケートを提出していただいたということでご

ざいますので、140 名の方にアンケートを提出していただいたということでございます。 

 

議長（西岡 正君）    はい、よろしいか。 

 

〔平岡君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、平岡きぬゑ議員。 

 

13 番（平岡きぬゑ君）   歯科保健センターで、利用されている直接の方からは、具体的に、

私は、なくなっては困りますとかいう声が、先ほども紹介したようにあります。 

    歯科保健センターが予防と治療を一体化してやってきた施設として、国の施策にも影響

して、国保歯科保健センターへの設置補助金とか、運営補助金が開始されて、全国的にも

こうした同様のセンターが展開されてきているということも、前々から紹介があるところ

なんですけれど、具体的に滋賀県竜王町もその１つなんですけれど、子供たちの虫歯が、

その滋賀県の中で、そこは一番いい状態になったということで、大々的に広報でも取り上

げて、歯の大切さについても、ずっとずっと連載していくというか、そういうような形で

重視されて、取り組まれてきています。 

    そういうふうに南光の歯科保健センターが果たしてきた、そうした話が、全国的に展開

されているという、そういう実態もうれしく見ているんですけれど、一方で、その一番元

の佐用町に合併してから後の歯科保健センターのあり方について、診療者がどんどん減っ

てきている自然減のようなお話のように受け止められましたけれど、歯科保健センターと

して、十分に住民に周知したり、健診を受けられやすいような状態をしていくようなこと

で、町として、先ほど紹介したような竜王町のような歯の大切さを周知していくような取

り組み、そういうような方向で、果たして役割りを果たしてきたのか、ちょっと、疑問に

私は思うところがあるんですけれど、そういった点は、これから歯科保健センターを、こ

れまで果たしてきた役割と合わせて発展させていくためには、町の役割いうのは大事なの

で、そのへんもう一度聞きたいんですけれど。 

 

〔健康福祉課長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、健康福祉課長。 

 

健康福祉課長（森下 守君）  今、竜王町の話が出ましたが、国保診療所、国保の名前が出て

いる診療所は歯科以外にも通常の診療所等もございまして、これは制度に則りまして、兵

庫県を含め、全国にたくさんございます。これはお医者さんがいらっしゃらないいうのも

基準にありますが、以前から、昭和の時代から幅広く地域の方を診療する。そして、開設

日、診療日は、月曜日から金曜日、大きいところは土曜日もあると思いますけれども、終

日開設し、お医者さんも在駐しているというふうな形で診療所を開かれている。これは全

国津々浦々ございます。 

    南光歯科センターの場合は、若干、それとは違う経過で始まった、その経緯は、当然、

ご存じだと思います。 

     確かに、歯科保健センターは旧南光で開設され、今、議員も言われましたように、8020、
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表彰関係 80 歳で 20 本の歯いうことは、確かに、そこから全国に広がった。これも事実で、

この成果というのは大きなものであろうかと思います。 

    それと、もう１つ大きな成果は歯科衛生士が常駐しているというのも、診療もしながら

予防、口腔衛生等も含めた教室、教育等を１歳半、３歳児は、今、厳しい数字を言われま

したけど、健診時での、後の衛生教育、それから保育園、各学校への教育等も、その診療

日の合間を見ながらやっているということは、ほかの市町にはなかなか見られない、非常

にすばらしい行為だと思います。 

    １点だけ、今、議員のほうから言われておりました平成 20 年の話が、ちょっと出てお

りましたが、確かに、統計資料見ましたら、佐用町の場合、人数が、分母が少ないので、

１人、２人の方の虫歯によってパーセントは数パーセント動いてしまいまして、確かに、

平成 20 年の数字は非常に低かったんですが、もう一度、平成 22 年も実は１歳６カ月だっ

たらゼロパーセントになっておりますが、その間は、4.6 パーセントということで、今よ

り高い虫歯の有用率になっているというのも、これも現実でございます。 

    ただ、教育自体は、進行しているのは事実でありまして、今、子供さんの話が出ました

が、これ統計資料のこちらの資料なんですけど、永久歯に生まれ変わってしまう、だいた

い小学校の６年生から中学校の３年生までの率を見ますと、逆に今まで悪かったんでござ

いますが、西播磨に比べまして、非常によい結果になっているという数字も出ております。 

    ただ、これは年齢層が毎年変わりますので、各年度の統計によって、若干、流れは違う

と思いますけど、成果としては、その年にあらわれるのではなくて、教育によって５年後、

10 年後にあらわれてきているのかなというふうにも思っております。 

 

議長（西岡 正君）    はい、よろしいですか。 

 

〔平岡君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、平岡きぬゑ議員。 

 

13 番（平岡きぬゑ君）   話があっちこっちしてあれなんですけれど、歯科センターの大事な

仕事のもう１つ一般の歯科診療に受診が困難な住民の方を対象にした、先ほど言った妊産

婦の方、幼児、障害者、高齢者の治療。それから、通院の困難な、いわゆる訪問歯科診療

とか、訪問歯科保健指導、こういった点では、合併してからこちら数字的にきちんと、運

営審議会ではどんなふうな、この関係は大事な仕事だと思うんですけれど、どういうふう

な状況になっているのか、そこらへんの協議内容とか、そういった点は、どうなんでしょ

うか。歯科保健センターで、どうだったんですか。 

 

〔健康福祉課長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、健康福祉課長。 

 

健康福祉課長（森下 守君）  訪問歯科診療につきましては、通常一般診療所の歯科の先生方

はできる体制はとっておられると思うんですが、実質は、去年の資料を見させていただき

ましたから、私どもの南光歯科保健センター以外の診療所の方は、３診療所の方は、訪問

歯科診療には、行かれておりますが、後残りの４診療所につきましては、訪問歯科診療は

お断りなのか、要望がないのかは内容はわかりませんけど、実際には行われていないとい

う、それはあくまで１年間の調査結果なんですけど、そういう数字は出ております。 
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    訪問歯科診療につきましては、これは全歯科診療所は、対象医療行為でございますので、

どなたでも申し込みされて、先生が対応できれば、訪問歯科診療はできる。それは内科医

等とも同じだと思っております。 

 

〔平岡君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、平岡きぬゑ議員。 

 

13 番（平岡きぬゑ君）   訪問歯科診療などは、どちらかというと行政が、そういう状態にあ

るということをつかみやすい実態がありますから、当然、どの歯医者さんもできる行為で

はありますし、この診療がスタートした時には、佐用郡医師会で、どの歯医者さんも一緒

に協力し合って、この活動をやりましょうということが古い資料などを見ると、神戸新聞

などで評価されていたということなんかも歴史的にはあります。 

    そういう点でいくと、診療所ありますけれど、やっぱり重点的に公的な機関として、な

かなか見えにくいというか、わかり辛いところの、何とかしてほしいんだという声が上げ

辛い人たちになろうかと思います。そういう点は、保健師さんの協力であるとか、公的な

機関として、いろんなスタッフを使ってこの歯の、お年寄りにとっては食べることが、直

ちに健康状態に直結しますから、そういう点では取り組みを重視してやっていく必要があ

ると思うんですけれど、その点は、診療しようと思ったら、診療をやめてしまったら、こ

の点については、できなくなりますから、そういう点では、これからもまだまだやってい

かなければいけない分野だと思うんですけれど、その点、どうなんでしょうか。 

 

〔健康福祉課長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、健康福祉課長。 

 

健康福祉課長（森下 守君）  訪問診療につきましては、これは、先ほども申し上げましたよ

うに全診療所が与えられた営業業務の１つだというふうには思っております。 

    ただ、在宅のそういった方の状況の把握というのは、例えば、今まさに全国的に展開し

ようとしております地域包括ケア、その連携の中で、当然、訪問活動をします保健師もお

りますし、地域包括の職員もおります。そして、ケアマネージャー等も、当然、在宅にも

訪問しております。 

    そして、事業所が当然介護等に行っておりますので、そういったことが連携をされて、

地域一体で、そういうお口の治療が必要な方については情報提供し、かかりつけ医等がご

ざいましたら、その連絡をして対応していただくいうのが、今もやっておると思いますけ

ど、今後も必要な大きな事業の１つだと思います。 

    そしてまた、在宅の要介護老人の実情をよく把握して、これは龍野健康福祉事務所、龍

野保健所、これ兵庫県全体でもやっておるんですけど、特に、西播磨エリアでもお口元気

連絡票いうのをつくっております。これは各郡、または各市の医師会と連携をとって、そ

のへんも連絡票をとってかかりつけ医への紹介をしたり、可能な連絡調整をやろうと、そ

うした調査票等、連絡票等も作成し、各医師会ともやっております。 

    佐用町の場合は、歯科医医師会等の事務局ございませんので、現在は、その行政機関の

我々が、歯科保健センターが連絡票の窓口となってお医者さんへの紹介とか、情報提供等

をやり、そういう在宅の方についての実情も把握して、推進をしているというような状況

でございます。 
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〔平岡君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、平岡きぬゑ議員。 

 

13 番（平岡きぬゑ君）   その歯の治療が必要な在宅の方は、人数的にはどれだけあって、去

年、最近の実績でいいんだけど、かつての数字では要介護者 841 人とかいう数字もあるん

ですが、それらの方々に対しては、ちゃんと手立てが 100 パーセントというか、実態は、

どないなっているんですか。数字的にお願いします。 

 

〔健康福祉課長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、健康福祉課長。 

 

健康福祉課長（森下 守君）  連絡票の数は、まだ、少ないと思っております。実際のかかり

つけ医等の治療につきましては、私ども、なかなか把握できない面が当然ございますので、

難しゅうございます。 

    ただ、先ほど、私が述べました在宅に対しての訪問歯科の件数につきましては、これは

先ほど言いました昨年の１月から 11 月までしか、11 カ月間の資料でございますけど、実

人数で申し上げますと、10 名でござます。 

    在宅の延べ診療件数は 32 件。ただ、施設の場合は、非常に多ございます。施設の方の

実人数 79 件で延べ人数は 598 人ということで、そこにもかかりつけ医等が、在宅ではご

ざいませんけど、施設のほうに訪問して、そういった訪問歯科のほうをやっているという

状況、これはあくまでも去年の 11 カ月間の人数でございます。 

 

議長（西岡 正君）    はい、よろしいですか。 

 

〔平岡君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、平岡きぬゑ議員。 

 

13 番（平岡きぬゑ君）   要介護者の関係の人数とかは、なかなかほかの診療所、歯医者さん

で診てもらっているのかどうか、出てないとはいえ、年間 10 人とか、対象者として、こ

れで充足されているのかな。ちょっと、全体の数字が、よくあれなので、そのへんは、南

光歯科センターで対応したのが 10 人だったということなんですか。 

 

〔健康福祉課長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、お答えください。 

 

健康福祉課長（森下 守君）  歯科センターでの実人数は４名でございます。 

 

議長（西岡 正君）    よろしいですか。 

 

〔平岡君 挙手〕 
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議長（西岡 正君）    はい、平岡きぬゑ議員。 

 

13 番（平岡きぬゑ君）   10 人とか４人とか、ちょっと混乱するんですけど、少ない数字な

ので、すみません。もう一度、そういう対象者に対して、十分な対応がとれているかどう

かを知りたいので、数字的にいくと、11 カ月で 10 人、32 件というのは、どんな状態なん

ですか。 

 

〔健康福祉課長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、健康福祉課長。 

 

健康福祉課長（森下 守君）  述べましたように、少ない人数でございます。 

    在宅の把握しているのが、実延べ人数で 10 名。そのうち、歯科保健センターのドクタ

ーに訪問歯科診療をお願いしたのが、実延べ人数で４人ということでございます。 

    当然、必要な方等は、それ以外にいらっしゃるとは思いますけど、これはあくまで、訪

問の中で、歯科診療を希望された方に対して、保険を使った歯科診療でございますので、

その点は、もしかしたら、それ以外の郡外の病院等もわかりませんし、その点は、ちょっ

と把握はできておりませんが、人数としては、以上の内容でございます。 

 

〔平岡君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、平岡きぬゑ議員。 

 

13 番（平岡きぬゑ君）   ここでやり取りで、ちょっと実態として把握しきれないところもあ

るので、65 歳以上の高齢者、現在、当局が出している、いろんな資料の中でつかんだ数字

では、高齢者 6,544 人、こうした方々の対応がどうなっているのか、あるいは障害者は、

どういうふうに人数があり、そして、どういう対応になっているのか。また、障害者施設

も利用者が何人あって、どのような状態なのか。 

    あるいは、要介護者が何人で、その対応については、今、当局がつかんでいる数はどう

いうことなのか。いずれも、運営協議会の中に示された年度ごとの数字として出されてい

ると思うので、後ほど資料として提供してほしいと思うんですけれど、その点は、大丈夫

ですか。 

 

議長（西岡 正君）    はい、課長、どうですか。 

 

〔健康福祉課長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい。 

 

健康福祉課長（森下 守君）  ご希望に沿える数字がございましたら、その点については、ご

提供させていただきます。 

    もしかしたら、ない数字的な面もあるかもわかりませんが、その点は、ご理解お願いお

願いしたいと思います。 

    それと、先ほどの人数の件が、いろいろありましたけど、6,500 人という 65 歳以上の方
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がございましたが、これはあくまで 65 歳以上の年齢の方でありますので、在宅でなおか

つ歯科診療を必要な方いうのは把握しておりませんし、そこまでの人数ではないというよ

うに理解しております。 

 

〔平岡君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、平岡きぬゑ議員。 

 

13 番（平岡きぬゑ君）   当然、65 歳と年齢で区切って、その人数がみんな、そういうよう

な困難な方という、在宅という理解ではないんですけれど、もう１つ歯科センターの果す

役割として、全ての住民に対して健康診査、教育を行うということで、特に 60 歳を過ぎ

ていくと歯の状態も若い時に比べて悪くなりますから、そういった元気な人も含めて、予

防対策として、全ての住民対する健康審査なり健康教育が徹底されていくということが、

私は大事だと思います。 

    それで、そういう点では、町の計画の中でも 8020 のふるさととして、発展させていこ

うというようなことも謳っているところですから、ぜひそういう立場で、この歯科の関係

について、大事な問題ですから取り扱ってほしいと思います。 

    あと、数字的なことにもなりますし、歯科保健センターの経営状態について、町長の先

ほどの最初の答弁にあったかと思うんですけれど、いわゆる一般会計からの繰り入れが多

額になってきたと、そういうことで考えているんだというか、そういうご回答がありまし

た。 

    そこで伺いたいんですけれど、経営状態について、運営協議会の概略の資料を２月の全

員協議会でいただいた時に４ページで経営状況というのが円グラフで示されているのが配

付されています。この見方について、ちょっと尋ねたいんですけれど、平成７年、いわゆ

る合併前。それから、18 年合併直後。そして、平成 26 年、直近の決算した数字であると

思いますけれど、その歳入歳出で合併前の状態の歳入で、この円グラフと比較して、いわ

ゆる診療収入の占める割合、それから繰入金、それから諸収入というふうに、この円グラ

フを見る限りあろうかと思うんです。 

    これらの変化について、合併前は一般会計からの繰り入れもなく、むしろ黒字であった

というふうな決算状況になっている。それに対して、直近では、繰入額が多くなった。こ

こらへんの違いについては、説明文書で、ちょっとわかり辛いんですけれど、「当該年度

の収支をゼロになるよう繰入金の額を決定しているからであります。」というふうな説明

なんですが、このことについて、ちょっと歯科センターの特別会計に対する状況、説明を

お願いできますか。 

 

〔健康福祉課長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、健康福祉課長。 

 

健康福祉課長（森下 守君）  このグラフの状況は、約 10 年ごとの状況ということで、あく

まで報告をさせていただいております。 

    特に、この中で見ていただきたかったのは、歳入の場合は診療報酬が全体のどれだけの

割合を占めておるのか。 

    歳出につきましては、その中で医業費、歳出経費の中の医業費の割合、それ以外は総務

費の人件費相当になるわけなんですけど、その割合等がこういった形で 10 年間の推移で
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ございますけど、比較をしていただければなということでグラフを上げさせていただいて

いるのが１つでございます。 

    それから、平成７年、18 年、26 年の内容につきましては、平成 18 年以降につきまして

は、ご存じのとおり各決算でも出ておりますが、それぞれ歳入歳出し、赤が出る相当につ

きましては、一般会計繰入ということで、運営をしているところでございます。 

    ただ、それまでの経過につきましては、平成７年の場合でしたら、そこに出ております

ように、69 万 9,813 円の差し引き額で繰り越しという形で動いておりますが、７年、８年、

９年までは繰り越し等が出ておる。一般会計からの繰り入れはなかったように、私ども把

握しております。 

    ただ、平成 10 年に一般会計から、決算で言いますと 160 万円。それから、11 年、12

年はありませんが、平成 13 年には 480 万円。平成 15 年には 320 万円といったのが、そ

の繰入金、決算での繰り入れでなくって、一般会計から事業年度途中に数字的に入ってい

る。そして、最終的に赤になって何ぼか繰り越しをしているような状況になっているんで

すけど、そういった状況できておると。 

    その内容はあるんですけど、あくまで、この４ページの資料につきましては、平成７年

と平成 18 年以降につきましては、こういった収支をしておりますし、歳入と歳出のそれ

ぞれ比較を見ていただければなということで、議員の皆様にはお配りをしていると。 

    それで、運営委員の皆様につきましては、例えば、今、言いました財政状況等につきま

しては、平成７年以降の数字的なものは、全て出させていただいて協議をしていただいて

おります。 

 

議長（西岡 正君）    はい、よろしいですか。 

 

〔平岡君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、平岡きぬゑ議員。 

 

13 番（平岡きぬゑ君）   合併前の平成７年度、いわゆる諸収入の中には、歯ブラシの売り上

げであるとか、以前、今はちょっと名前変わりましたけれど、まちぐるみ健診の検査の委

託料であるとか、また、今も委託料として母子保健とか在宅、寝たきりとか、そういった

委託料が、今も同じようには出ているんですけれど、そういったものも大きな歳入の雑入

というか、そういう形で７年度は計上されてきているように、古い資料を見るとそうなっ

ています。 

    こんなふうに衛生関係で、独立採算で特別会計やっているんですけれど、教育もそうで

すけれど、行政が行う福祉関係の仕事を、いわゆる診療のみで賄っていく、賄えたら、そ

れはあれなんですけれど、いろいろと衛生関係をしていく、健康とか広く町民の健康を維

持していくために健診をしたり、いろんな子供たちの学校訪問したり保育所に行ったりと

か、衛生士のそういった人件費もここでみています。 

    これらは行政として独立で、全く手立てをしないというのではなくて、そういった働き

に対しては、本来、行政の仕事ですから、ちゃんと財政的にも補填していく必要があると

思うんですけれど、そういった点では、どうなんですか。前から変わってない状況ではあ

りますけれど、財政のあり方として、どう考えておられますか。 

 

〔健康福祉課長 挙手〕 
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議長（西岡 正君）    はい、健康福祉課長。 

 

健康福祉課長（森下 守君）  非常に大きな質問で、私、答えになるかどうかわかりませんけ

ど、あくまで財政面の数字につきましては、平成７年からの収入、医療収入、診療収入、

それから医業費がこれだけ要りましたと、それ以外につきましては、こういった比率です

よと、例えば、諸収入の歯ブラシの件もありましたけど、これは今も継続してやっており

ます。支所等でも販売をさせていただいておりますので、それは継続でございます。 

    ただ、その比率は、売上については、年度ごとに違うのは、これは仕方ないんですが、

あくまで見ていただきたいのは、財政面だけを見れば、こういった収入面の比率が変わっ

てきているんですよと。これは、人数的にも、もうひとつ診療に来られている人数を見た

ら、いやあまりは変わりないんですよ。 

    その中で、じゃあ、何が変わるのかということになれば、よく議会の中でもご質問され

ておりますけど、その中では、１人当たりの診療単価、点数自体の低下現象いうのも１つ

の要因ではないかなと。そういった内容を、この運営協議会の中では、当然、議論をして

おりますし、今、議員から言われておられますように、診療の話も当然しますが、教育面、

特に予防面、歯科診療については、診療所が十分充足しているじゃないかと。ただ、それ

にいくまでの予防、教育関係を、もう一度見直して、しっかりした歯科衛生士もいるんだ

から、そのへんもしっかり各地域で教育。各学校、また、施設等にも含めた教育はしっか

りするいうのが、先ほど、僕が問題点、または課題のとこで報告した内容の１つだ思って

おります。 

 

議長（西岡 正君）    はい、いいですか。 

 

〔平岡君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、平岡きぬゑ議員。 

 

13 番（平岡きぬゑ君）   何かあったら、あります？ 

 

議長（西岡 正君）    いいんですか？あるんですか？ 

 

〔副町長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、副町長。 

 

副町長（坪内頼男君）   行政サービスを行政が実施する上において、今、お話しの例えば、

このセンターについては、診療収入というのがありますけども、ただ、それだけで行政サ

ービスをするというのではなしに、当然、この歯科保健センターを運営するのに交付税の

ほうでもそういった参入もされています。そういう中で事業として、佐用町の規模として

運営していく、こういう行政サービスの水準を維持していくという考えが基本になると思

います。 

    今回のこの歯科保健センターの課題というのは、そういった財政的な面もありますけれ

ども、本来の保健センターの運営のあり方、あり方論を、一番大きな議論として、この運

営委員会のほうでも議論していただきました。そういう中で、１つの運営の実態として、

こういった財政状況についても報告させていただいて、参考にしていただいたらと思いま
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す。 

 

〔平岡君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、平岡きぬゑ議員。 

 

13 番（平岡きぬゑ君）   財政のこと取り上げたら、ここの資料としてありましたから、それ

が、かなりウエイトが大きいのかなと、そういうふうにほかの資料があんまりない中で、

これがつけられておりましたから、そのように理解したんですけれど、むしろ歯科保健セ

ンターの業務の運営で、診療件数も件数自体は５ペーシを見ても運営審議会に配布された

説明資料の５ペーシですけれど、あまり変化がない。変化がないいうたらあれですけれど、

予防件数も平成 17 年度あたりは、平成７年とか大きい時と、それから予防も減っている

とか、そういうふうになっておりますけれど、実際に歯科保健センターで、ずっと長年に

わたって利用されている方があるというのも事実ですし、特に、障害を持った方にとって、

なれたところで治療してもらえる、そういう施設があるというのは、大変心強いことです。 

    もっともっと一般の歯医者さんも、診療で訪問もできるんだけど、なかなか手が回せな

いところに対して、歯科保健センターが果たしていく役割は、もっともっと私は充足して

いるのではなくって、まだ開拓していかなくてはいけないような分野が残っているという

ふうに思います。 

    今、使っている人はもちろんのことながら、これからも必要としている人が多い、そう

いう施設については、より一層充実させて、そして町として計画にあるように安心して暮

らしていける、そういう生活条件の整備として位置づけてほしいと思います。 

    この診療や治療業務の廃止ということの方向になっていくということは、いわゆる住民

福祉の向上に逆行していくものでありますから、住みたくなる佐用町と、その魅力を損な

いかねません。そういう点で、町長に、最後に見解伺います。 

 

議長（西岡 正君）    はい、もう数秒しかありませんが、はい、お答えください。 

 

13 番（平岡きぬゑ君）   答弁は、（聴取不能）。 

 

町長（庵逧典章君）    はい、わかってますよ。 

 

議長（西岡 正君）    答弁はいいんですね。ごめんなさい。 

 

町長（庵逧典章君）    当然、そうした役割を果たしてきた、また、これまでの歴史という

ものがあります。 

    ただ、やはりこの 30 年余り、できてからもう 40 年近く、時代が大きく変わってきてい

ることも確かです。 

    町としては、そうした住民の福祉や健康、こういう問題については、十分に当然、さら

に充実をさせていこうということで、取り組んでいきます。 

    ただ、先ほど言われた、歯科保健センターが果たしていくべき役割、その中で、訪問診

療とか、そうしたものが当時、私も合併後、この施設については、そうした診療活動が重

点的にされるべきではないのかなということで、管理者の先生ともお話をさせていただい

たんですね。そういうこともやりますということで、お話しが、歯科センターの役割とし

て、一般の診療ではなくて、こうした高齢化、高齢者がたくさん増えてきて、在宅で介護
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されている方も多い、そういう方の歯の衛生、健康、これを歯科センターとして重点的に

診るべきだろうというような話もあったんですね。 

    しかし、実態として、先ほど課長が報告しましたように、歯科センターが、そういう業

務ができてないんですね。そういう中で、やはり歯科センターだけでできる問題ではない。

これは町内の、今、診療所、先生方が、みんな町民のこの歯の健康については、営業とし

ても当然ですけれども、やはり責務として担っていただいているわけで、そうした方と協

力して取り組んでいかなきゃいかんことだと思います。 

    だから、訪問もありますし、また、そうした施設とか、そういうところの入所者の健診、

また、治療も行っていただいておりますし、また、学校や保育所とかそういうところの衛

生、歯科の予防教育についても、当然、うちも歯科衛生士もおりますけれども、学校医と

してそれぞれ取り組んでいただいているわけです。 

    ですから、そういうサービスが低下をしないような形で、当然、歯科センターの今後の

あり方というのは考えておりますので、それは実態ですから、その実態に即してきちっと、

当然、今後、あり方が変わっていくというのは、当然、必要なことではないかなというふ

うに思います。 

 

〔平岡君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、平岡議員。 

 

13 番（平岡きぬゑ君）   それでいいです。はい。 

    終わります。 

 

議長（西岡 正君）    平岡きぬゑ議員の発言は終わりました。 

    お諮りします。ここで昼食のため休憩をとりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

議長（西岡 正君）    ご異議なしと認めます。 

    会場の時計で午後１時 30 分から再開しますので、お願いします。 

 

午後００時１０分 休憩 

午後０１時３０分 再開 

 

議長（西岡 正君）    休憩前に引き続き、会議を再開します。 

    休憩前に引き続き、一般質問を行います。 

    ６番、石堂 基議員の発言を許可いたします。 

 

〔６番 石堂 基君 登壇〕 

 

６番（石堂 基君）    ６番議席、石堂です。 

    私は、次年度における佐用町森林資源活用計画の推進について、この場で質問します。 

    なお、質問事項の要旨について、資料中、文字が脱落しておりますので、朗読をもって

訂正に変えさせていただきます。 

    平成 26 年度に策定された、佐用町森林資源活用計画については、本町における森林・
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林業の現状を正確に分析し、さらにはその課題の分析から解決に向けたアクション提案が

示された計画でした。この計画に基づき、27 年度においては、森林経営計画地の拡大や森

林組合を中心とした施業体制の見直し、住民参加型の里山整備、木材集積事業など、多く

の政策が進められてきました。 

    こうした中、本年度、28 年度の取り組みをさらに充実強化していくことにより、林業の

産業化や山間地の活性化が身近な成果となってくると思います。 

    そこで、次の項目について伺います。 

    １点目、活用計画最終章で今後のビジョンとして、資源活用の主要方策が示されていま

す。この方策ごとに、新年度における具体的な取り組みを示されたい。 

    ２点目、自伐林家や住民活動を支援するための林業関係講習会の年間開催の計画が進ん

でいるか。 

    ３点目、佐用町もりづくり協議会、仮称ではありますが、の設置はできるのか。 

    以上、この場での質問とさせていただきます。 

 

議長（西岡 正君）    はい、それでは、町長、答弁願います。 

 

〔町長 庵逧典章君 登壇〕 

 

町長（庵逧典章君）    それでは、石堂議員からの次年度における佐用町森林資源活用計画

の推進についてのご質問にお答えをさせていただきます。 

    まず、１点目の活用計画最終章で今後のビジョンとして、資源活用の主要方策３点が示

されているが、この方策ごとに、新年度における具体的な取り組みを示されたいというこ

とでございますが、佐用町における森林資源活用の３つの主要方策については、森林経営

計画の策定と森林整備の促進、多様なかかわりの里山づくり、木質資源の多様で高度な活

用の拡大を挙げております。 

    第１の方策、森林経営計画の策定と森林整備の促進につきましては、針葉樹人工林、広

葉樹天然林の特徴を踏まえた森林整備を促進することといたしております。 

    森林保全の推進については、現在、国・県が進めている森林経営計画の策定事業に積極

的に取り組むことで、作業道の整備、境界確定などの条件整備や計画的な間伐をより有利

に実施することができております。経営計画策定により、荒廃が進む森林を地権者や施業

者の管理下におくことで、災害に強い森林の再生が可能となります。 

    町では森林経営計画の策定について、新年度では前年度に比べて２割程度、策定予定面

積を上積みをして、事業に取り組むこととし、町単独・森林保全間伐促進事業による１ヘ

クタール当り５万円の補助金制度も継続をしてまいります。同様に造林事業についても目

標を上積みした予算により事業推進を図るよう考えております。 

    第２の方策で、多様なかかわりの森づくりについては、佐用町の里山の保全や活用を住

民組織により維持管理していただくことが大事かと考えます。そして、未利用材の木質バ

イオマス資源やシイタケ原木などへの活用が挙げられます。これらについては、国・県が

推進する森林山村多面的機能発揮対策事業や住民参画型森林整備事業など補助事業に取り

組む団体へ、支援及び事業推進を今後も継続をしてまいります。 

    木材ステーションにつきましては、昨年 10 月の開所以来、２月末現在で 180 トンを超

える木材の搬入がございました。登録者も個人・団体合わせて 28 名に及んでおります。

平成 28 年度の目標、200 トン以上を目標に事業の推進を図りたいと考えております。 

    第３の方策、木質資源の多様で高度な活用の拡大については、木材の建築資材としての

活用のほか、バイオマス発電燃料供給対応やシイタケ原木販売など、従来とは異なる販路



 34

を開拓することを考えております。 

    現状では、赤穂市に所在する日本海水の製塩工場発電施設用の木質バイオマス燃料の需

要が増加しており、木材ステーションへ搬入された木材もまきとして加工し販売するもの

以外は全てバイオマス燃料として出荷をしております。当面はより多くの未利用材を集出

荷することに重点を置いて事業の推進を図りたいと考えております。 

    また、ミツマタやセンダンなど、成長が早く付加価値がある森林資源の発掘や販路の開

拓についても積極的に情報収集等を行い、佐用町モデルの構築に向けた研究を進めてまい

りたいというふうにも考えております。 

    次に、２点目の自伐林家や住民活動を支援するための林業関係講習会の年間開催の計画

は進んでいるかとのご質問でございますが、具体的な研修・カリキュラムについては、現

在発表する段階ではございませんが、兵庫県などの外郭団体の新年度事業計画を見据えな

がら、昨年開催した初心者向け講習会のほか、ステップアップ式のより高度的な内容の講

習会も新年度は開催したいと考えております。 

    将来的には宍粟市に開設が予定されております兵庫県立森林大学校との連携も視野に入

れ、より高等な林業知識の習得や林業経営者を目指す方への支援制度の確立、Ｉターン、

Ｕターンを含めて、若い林業家の育成を目指していきたいというふうに考えております。 

    次に、３点目の佐用町もりづくり協議会の設置はできないのかとのご質問でございます

が、現在、自治会や有志らで構成された活動グループが町内に 17 組織あります。これら

のグループは森林山村多面的機能発揮対策事業や住民参画型森林整備事業など兵庫県の推

進する補助事業に平成 25 年度から取り組んでおられ、本年度で３年間の最終年を迎える

グループのほとんどが平成 28 年度以降もこれを継続することを希望されております。 

    このようなことからも住民の森林整備に対する関心や期待は高まっていると考えられま

すが、国や兵庫県の事業予算は縮小傾向にあるのが現状でございます。 

    町といたしましては、せっかく高まった機運を逃すことなく、これらのグループが長期

にわたり、地域で活動が続けられる環境を整備することが、今後、非常に重要になってく

ると考えております。 

    現状においては、より多くのグループが長期間活動を続けるために、各種補助申請の事

務支援や林業資機材の購入助成制度の制定、また、安全技能講習会の開催、グループ間の

情報共有化など実質的な支援が必要かつ効果的であるというふうに考えております。 

    しかしながら、将来的に民間事業者の参入や活動グループの統合が進み、広域化や大型

施業に取り組む団体が現れた場合には、現在の木材ステーションでは容量的に受入れが困

難になりますので、新たな中間土場の設置や運営組織も必要となろうかと思います。そし

て、活動グループ間での調整事項も増えることが予想されますので、核となる協議会また

はＮＰＯ法人等の設置が必要となるのではないかとも考えております。 

    そうした協議の設置については、今後の活動の進展を見据えながら考えて取り組んでま

いりたいというふうに思っておりますので、よろしくお願いをいたします。 

    以上、ご質問に対するこの場での答弁とさせていただきます。 

 

〔石堂君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、石堂 基議員。 

 

６番（石堂 基君）    それでは、再質問なんですけれども、少し町長の答弁を確認する意

味で再質問のために担当課長のほうにも質問させていただくことがあるかもわかりません

が、そこは適宜、どちらかのほうで答弁のほうをよろしくお願いします。 
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    まず１点目の経営計画の推進ということで、28 年度においては、これまでの分に加えて

20 パーセン増ぐらいでということですが、一応、24 年から始まって 27 年、年度末はまだ、

控えているわけですけれども、おおむね経営計画が樹立策定されたところの団地数、それ

から対象面積、事業面積、これについて、もしわかれば、答弁のほうをお願いします。 

 

〔農林振興課長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、農林振興課長。 

 

農林振興課長（横山芳己君）  まず、策定年度でございますが、まず、26 年度は１件でござい

ます。ちなみに年度につきましては、計画をする年度に所属する年度申しますので、若干、

策定年度が違いますので、ご承知願いたいと思います。 

    まず、平成 26 年度につきましては、１件で、49.63 ヘクタールでございます。 

    平成 27 年度が５件で 353.05 ヘクタールの計画策定でございます。 

    ちなみに 28 年度につきましては、４件で 200 ヘクタールを見込んでおります。以上で

ございます。 

 

〔石堂君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、石堂 基議員。 

 

６番（石堂 基君）    20 パーセント増がおおむね４件で 200 ヘクタールということで、

本町の施業規模というんですか、町独自での施業規模、組合の機械量なんかを考えると、

着実に自らが消化していける事業量に伴う計画の策定かなというふうに思うんですけれど

も、これ計画自身をくくれるところというのは、まだ数多くあると思うんですけれども、

計画地を早めにくくって、できるなら３年ないし５年で消化しなければいけない施業につ

いては、町内で賄えない部分については、町外、あるいは県外なんかの労務班を利用する

とか、請負に出すとか、そういうような形で、経営計画地を増やしていって、整備を進め

るというような考えは、これはあまり考えていないですか。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、町長、お答えください。 

 

町長（庵逧典章君）    その施業を実際に実施している団体としては、基本的には森林組合

を想定して計画をさせているわけですけれども、森林組合だけの能力では、実際、実施で

きないところについては、他の町外から林業施業隊にお願いをしていくということ、これ

も考えなければならないと思ってます。一部、そういうことで、お願いをしております。 

    ただ、まだまだたくさん当然これ経営計画始まったばかりなんですけれども、実際に経

営計画を立てる中で、どうしても森林が集積したところ、分散せずに１カ所で 40 ヘクタ

ール、50 ヘクタールぐらいが植林がされているようなところを中心に計画を先に進めてい

る状態です。 

    それで、施業においても、非常に地形的なところ、あと位置的な問題で、非常に施業が

難しい、手間のかかるところもたくさんあるわけです。最終的には、そういうところもき

ちっとやっていかなきゃいけないので、そういう面も含めて計画的にこれから森林組合が、
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ああした高性能の資機材も入れて、あと直営班、また委託する班、そういうところも踏ま

えて考えながら、５年先ぐらいまでの実際事業量というのを、ずっとローリングしながら

確保していかないと、森林組合自体の経営、また、そうした労務班なり、機材の活用につ

いても、なかなか効率的にこれを運用していくというのが難しいわけです。仕事が切れて

しまうということでは困りますので、そういうことも考えながら、今、計画では、将来的

には、少なくとも 10 年先ぐらいな仕事量を計画地を構想しながら、当面、５年ぐらいな

部分は、具体的にどこを計画をしていくというような取り組み、そして実際には、毎年、

ローリングしていくという形で進めようとしているわけです。 

    全体の面積が、森林面積、２万 6,000 ヘクタールぐらいあって、その中で人工林と言わ

れるところが半分ぐらいというとこなんですけれども、かなりこれまでの災害等で、そう

いうところが倒木してしまったり、実際にはいい森林・木材ができない。そういう山も増

えております。荒廃したところも増えております。 

    そういう中で、できるだけ早くやらなきゃいけないところ、また、効率のいいところ、

そういうところを考えながら計画を進めているのが現状です。 

 

〔石堂君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、石堂 基議員。 

 

10 番（岡本安夫君）    そうした優先的に、ある程度の団地を選んでいくという中で、これ

までの議論の中でも、答弁で確認をさせていただいたんですが、１つには大規模な団地と

いうことで、さらに言えば、特に町内、過去の災害なんかで林道、あるいは作業道が非常

に傷んでいるところ、とてもじゃないけど、単独では災害復旧ということが地元ではでき

ないというようなものがセットになっているところを、しいて言えば、そういうところに

公共投資の意味も兼ねて、そういうところ優先的に計画地に含めていきたいという提案が

あったと思うんです。それは、非常にいいことだと思うし、逆に言えば、１つの団地が大

きくなればなるほど、１つの計画を策定するのに、関係者も多くて、計画策定までに時間

を要するというとこで、それは、５年先どころか、やっぱりある程度ピックアップされた、

多分、町内では５、６団地だったと思うんですけども、それを優先的にやっていくという

のは１つだと思うんです。 

    それと、もう１つ提案なんですけれども、実質可能なのかどうなのかわかりませんけど、

やはり大規模な団地、ある程度整備された人工林の団地ということで、１番に考えられる

のは、やっぱり分収林だと思うんですね。そうしたところが集中的にというのか、規模の

大きいところ、これらも念頭において、そういうふうなところを計画地、候補地として上

げていくという手があるかなと思うんです。 

    特に、分収林については、各旧町なんかでも実態は、多少違うかもわかりませんけども、

上月なんかで考えてみますと、やはりある程度、林道なり町道なりが整備されているとこ

ろで作業にも入りやすいと。ただ、残念ながら災害なんかで、なかなかうまく林道とか作

業道が使えないというようなとこもあります。 

    いずれにしても、造林をそれまで手がけていて、ある程度の整備もされているので、木

に関しても、まあまあそれぞれの年数に応じた形での用材なり単価というのが見込めるよ

うな団地が多いと思うんですよね。 

    そのあたりからすると、この分収林というのは非常に魅力かなと思うんですが、実際、

今現在、佐用町内で、その分収林、タイプとしたら県行造林とか、公社造林、公団、ある

いは町行造林なんかあると思うんですけれども、おおむねどれぐらいの面積があるのか。
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団地数というんですか、そんなんもわかれば、団地数と面積がお答えいただけたらなと思

うのですが。 

 

〔農林振興課長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、農林振興課長。 

 

農林振興課長（横山芳己君）  まず、町内の機関造林でございますけれども、官行造林が町内

で３カ所、192 ヘクタールでございます。 

    それから、県行造林につきましては 10 カ所で 46 ヘクタール。 

    公社造林につきましては、73 件で 1,072 ヘクタール。 

    公団造林、これは森林総合研究所ですが、そのところにつきましては 22 件 314 ヘクタ

ール。 

    あと町行造林につきましては、62 件で 249 ヘクタールでございます。 

 

〔石堂君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、石堂 基議員。 

 

６番（石堂 基君）    団地数が相当なので、１団地では面積的に大きいところも小さいと

ころもあるかなと思うんですけれども、特に取り扱いが難しいのも、中には契約相手の中

であるかなと思うのですが、少なくとも町行造林等については、ある程度優先的に考える

こともできるし、地元の理解も映えへんかなと思うんですが、こういうところを計画地に

優先的に含めて行くということは、１つは考えていくべきことだと思うんですが、町長、

いかがですか。 

 

議長（西岡 正君）    はい、お答えください。 

 

町長（庵逧典章君）    それは、もう当然です。これまでも、こうした分収林の施業、育成

については、森林組合が深くかかわってきたところでありまして、この分収林もほとんど

のところが、いわゆる伐期、当時の分収計画していた期限をこして、新たな再延長をして

いくとかですね、分収契約、そういう状況に、今、なってきているわけです。 

    その段階で、全部皆伐をしてしまうというところもあるんですけれども、先ほど、課長

が申しましたように、非常に町内たくさん、そういうのがあって、これは一番中心に核に

して今後の経営計画なり、その運営においては、事業を実施していきたいと思っておりま

す。 

    ただ、私は、こういうところだけをやるのではなくって、やはりこれまで、あまり手を

つけることができてない、一般の林業家の個人有の所有林ですね、こういうものをまとめ

て計画をして、この管理をしていく必要がある。ほとんど、きちっと個人の林業家の方で、

管理もして、いい山にされている方もいらっしゃいますけれども、多くが全然間伐、また、

枝打ちもされてない、そのままというような山もたくさん見受けれるわけですね。こうい

うところは、こうした経営計画に入れて、計画の中で取り組まないと、このまま放ってお

いても、いつまでたっても、そういう状態が解消されないというか、よくならない。 

    まだ、分収造林なんかについては、そうは言っても、ちゃんと、それぞれの管理者がい

ますから、そこが計画的にやってきておりますので、そういう意味で、町全体で取り組ん
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でいくわけですけれども、分収造林の、今、課長が申しましたところも、まず、今後の経

営的に考えて、事業の経営として考えた中では、１つの核になる山林だというふうに捉え

て取り組んでおります。 

    既に、この経営計画の中でも、先ほど申しました何件というのにも、そうした山、山林

が当然含まれているわけです。 

 

〔石堂君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、石堂 基議員。 

 

６番（石堂 基君）    一般の林家の未施業のところの森林施業をしたいという思いは、当

然、わかりますし、それが極平準化してできることによって、佐用町の森林資源というの

は、非常に整備されてくると思いますが、ただ、残念ながら、経営計画ということになる

と、１つの大きな林班を組まなければならない。一般の林家ということになると、それぞ

れ小さいものを、あちらこちらに持っているということで、なかなか林班でくくりにくい

ので、よほど、それぞれの所有者に対して、山の整備に対する刺激がないと、なかなか話

がまとまりにくいのかなというふうな気がします。 

    それがためにも、今やっているさまざまな事業というのを、幅広く展開していって山の

整備に対して住民の方の理解を得ていくというのが、最優先かと思います。それについて

は、また、後段触れます。 

    次ですけども、２点目として、多様なかかわりの森づくりということで、直接的には、

27 年度に始まりました木の駅さようですけれども、これについても２月現在で 180 トン、

３月を超えれば 200 トンを優に超えるような実績の数字が上がってこようかなというふう

にお聞きをしたんです。 

    28 年度においても 200 トン以上という目標で、28 年度の目標が非常に低いかなという

ふうに思ったんですけども、この 27 年度実績で、一応、出荷量なりの見込み、あるいは

登録者についても 28 名ということで、今、回答をいただいたんですが、この 28 名につい

て、団体、個人の別がわかれば、その内容と、それと、一応、集積された 180 トン、もう

200 トンを超えようかという、その材、これらについての行き先について説明のほうをお

願いします。 

 

議長（西岡 正君）    はい、お答えください。 

 

〔農林振興課長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、農林振興課長。 

 

農林振興課長（横山芳己君）  まず、木材ステーションさようの登録件数なんですけれども 33

件ございます。そのうち、個人としての登録が 21 件、団体としての登録が 12 件でござい

ます。 

    あと出荷量につきましては、先ほど、町長申しましたように 180 トンだったんですけれ

ども、昨日の数字を確認しましたところ、235 トンの集荷がありまして、そのうち 200 ト

ンを出荷しておるという状況でございます。 

    この３月末までには、250 トン程度になるのではないかなということで、期待をしてお

ります。以上でございます。 
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〔石堂君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、石堂 基議員。 

 

６番（石堂 基君）    もう１点、一応、これだけの荷物が入ってきて動いている状態とい

うのが確認できたんですけれども、実際、その収集というのか、搬入、それから出荷、出

荷先は、以前にも言われていたように、一応、チップのほうに合わすということで、そこ

が出荷先だろうと思うんですけれども、実際に登録者から搬入されていく、出荷する、あ

そこの土場でのトラブルというんですか、問題とか、ちょっと最初想定していたこと以外

に、いろんな支障が出てきたとか、そういうようなものは、今現在出ていますか。 

 

〔農林振興課長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、農林振興課長。 

 

農林振興課長（横山芳己君）  まず、団体の方にお願いいたしまして、一番最初の出荷の時に、

町職員が同行いたしまして、積み方なり、あと末口径なりのお話をさせていただいており

ますが、特に大きなトラブルありませんけれども、規定より長いものや細い木材が若干入

っておったということは聞いております。以上です。 

 

〔石堂君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、石堂 基議員。 

 

６番（石堂 基君）    ここは希望というのか、実際にトラブルになっていない状態なのか

もわかりません。 

    私、登録者の一部の方から聞いているのに、やっぱり荷下ろしとか整理の段階で、相手

方、大きい、例えば端ころとか、あのたぐいになると、なかなか現場での取り回しが人力

ではやり辛い。搬入していくのに、大の大人が４人も５人も行くわけじゃないですから、

軽四には２人しか乗れませんから、それで、あそこで端ころみたいなやつを整理するのに、

なかなか人力ではうまくいかないと。例えば、あそこに置いてある重機の使用であるとか、

あるいは下したら、将来的には専門の職員がいて、そこに整理していただけるんでしょう

けれども、もう少し搬入車、登録者が持って行った時に利便性が図ってもらえるような、

そういうようなことも今後必要じゃないかなというふうに思うんですが、そのあたりはい

かがですか。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、町長、お答えください。 

 

町長（庵逧典章君）    当然、そういうことの今後、段階的に整備をしていくつもりで、当

初からいるわけですけれども、いっぺんにはそれはできません。 

    それで、この後の質問にもありましたが、４月からは、そうした森林事業に対する地域

おこし協力隊を採用するということで、こうした木の駅等の運営とか、そういう管理、そ
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ういうことにも、そうした職員を充てたいというふうにも考えておりますし、また、ここ

の木材ステーション用に、森林組合として、そうしたグラップルも購入をしたということ

で、これも機械の講習を受けて、免許も取ったりはしなきゃいけないんですけど、搬入し

ていただく、最近の木を見てみますと、やっぱり山で非常に長年放置されて木材そのもの

が年数がたって 50 年、60 年というような気が入ってくるわけですね。ですから、なかな

か人力だけでは取り回しがつかないというような状況もあります。 

    ですから機械化、機械で、そういう形で整理もしないとできないだろうというのもあり

ますので、まずは、去年の 10 月から、まだ５カ月ほどになるんですけれども、たくさん

の方にこうして関心も持っていただき、また、利用もしていただける状況が生まれてきて

おりますので、これをさらに進めていく、そのための条件整備というのが、先ほど言われ

たようなことも考えていかないといかんと思っております。 

 

〔石堂君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、石堂 基議員。 

 

６番（石堂 基君）    そのために、一応、この３月、４月ぐらいで登録者の関係の出材と

いうのが、おおむね峠を越すと思うんですよね。春になれば枝葉がついてくるので、なか

なか取り扱い量は減ってくると思うのですが、おおむね一段落したら、新年度になって、

その登録者なり出荷者というのが把握できているわけですから、そのあたりとの意見交換

というんですか、情報交換は組合がするのか、農林振興課するのかわかりませんが、一度

やるべきだと思うんですね。 

    そうした中で、搬出というんですか、いろんな情報交換もできるし、技術支援、こんな

講習会やってほしいんやというようなことも聞けると思うんですけれども、そういうふう

な機会は持たれる予定になっていますか。 

 

〔農林振興課長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、農林振興課長。 

 

農林振興課長（横山芳己君）  そういう機会を持つことは重要かと思いますけど、とりあえず、

今のところは、そこまでは思っておりませんでした。 

    ただ、機械の講習会とか、そういうことにしか頭が回っておりませんので、意見交換会

ということは、ちょっと思ってませんでしたけども、石堂議員が今言われます、とりあえ

ず４月、５月になれば、搬入は一段落すると思います。できましたら、農作業等が一段落

した時点で、１回考える必要があるのではないかと思っております。 

 

〔石堂君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、石堂 基議員。 

 

６番（石堂 基君）    これは、一応、自伐林家なり住民活動支援する質問項目の２つ目の

林業関係講習会とも関連はすると思うんですけれども、田上がりとか、梅雨が終わってか

らとか、お盆前とか言わずに、早々とやっていただきたいという気はします。お金かかり

ませんから。 
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    実際には、それだけ、その活動に対して、先ほど、町長言われましたけれども、17 団体

ぐらいは継続的に、また、やっていただけるので、そういうようなところを軸にして、今

後の活動も進めていきたいというふうに言われていたので、できれば、早い段階で声をか

けて、いろんな要望とか意見を聞くだけでもいいと思うんです。そうした中から、今の木

の駅の使い勝手というのが、もっとよくなるだろうし、搬出意欲もわいてくるだろうし、

さらにさっき課長のほうからも出ていましたけれども、やっぱり技術講習会とか研修会な

んかについても、どのようなものが必要なのか、どの程度のレベルのものがいるのかとい

うのは、やっぱり実際に、この半年間の間に山に入っていただいた登録者の方々の技術レ

ベルと言うのも聞くことによってわかるので、それに応じたものを、まず最優先にやると。

当然、それは段階的にスキルアップもいるし、もしかしたら、搬出で機械使ってやりたい

んやというような方もいらっしゃるかもわかりません。 

    やっぱり、いろんな講習会、研修会というのが必要だと思うんですよね。そういうよう

なものを把握するためにも、今現在のその登録者の方との意見交換とか、情報交換の場と

いうのが早急に僕は必要だと思うんですが、町長、いかがですか。 

 

議長（西岡 正君）    はい、お答えください。 

 

町長（庵逧典章君）    そういうご意見いただきまして、それも当然、言われるように必要

なことだと思います。 

    ただ、そういうことが、すぐ４月にできるかどうか、これは担当のほうで検討させると

いうことでお願いします。 

 

〔石堂君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、石堂 基君。 

 

６番（石堂 基君）    それと、もう１点、先ほどの答弁の中に出てきました、今回、募集

をして決定をされた地域おこし協力隊、この方について、具体的になんですけれども、林

業部門においては、先ほど、一部、木の駅さようのほうの運営なんかにも当たらせたいと

いうことだったんですけれども、具体的には、そこの常駐いうか、専従いうのか、あるい

は組合との関係とか、そのあたりは、もう少しイメージできるような具体的な活動内容と

いうのは、今、考えられていらっしゃいますか。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、町長、お答えください。 

 

町長（庵逧典章君）    今回、そうした採用する中で、林業部門で協力していただく方、ど

うしても、林業経験者というのはありませんでしたので、初めて、そうした関係の仕事を、

これから取り組むということですから、まずは、山のこと、今の全体の今の状況、そして、

道の駅なんかをとおして、そうした林業作業をして、伐採したり、団体の方々の状況を見

て、地域で行っている里山林整備とか、それから、森林組合で行っている計画的にやる間

伐の状況を見たり、こういうことを、ある程度、総合的に勉強してもらわなければ、すぐ

にこれをやりなさいと言っても、これはできないと思います。 

    私のイメージとしては、まず１つは、そういうことを勉強するためにも木材ステーショ
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ンというところを、ある程度管理を含めて、そしてそこをとおして、そうした方々とのい

ろんな意見、話を聞いたり、また、現場を見たり、そういうことをしながら、今後さらに、

どういう協力といいますか、どんな取り組みをしていただくか、これはまた、それに合わ

せて、その来ていただく方の状況に合わせて逐次、指示をして、考えていきたい。検討し

ていきたいなというふうに思っております。 

 

〔石堂君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、石堂 基議員。 

 

６番（石堂 基君）    ぜひ、そういう現場に入れる、ある程度、例えば、機械を取り扱う

にしても、チェーンソー１つ取り扱うにしても、それを取り扱うだけの資格とか、技術が

必要なので、すぐ現場に出て何々しなさいというのは無理だと思うんですよね。 

    それで、今現在、何ができるのというのは、今の答弁のとおりで、本当に現場を知るこ

とだと思うんです。そうした中で、じゃあ、農林振興課とか森林組合が現場に連れて行っ

て、こうこうと言っても、僕は、そうはうまくいかないと思うんですよね。 

    今現在、まだ２月、３月、４月もあると思うんですけれども、まだ、その木の駅に出材

というのは何ぼか出てくると思うんですよ。そこに出てきている登録者の方々と、まず知

り合って、その登録者の方々、どういうふうな作業で、ここにこういうような物持ってき

ているんやということで現場見に行くとかという、そういうやり取りから始まっていくこ

とによって、本当に情報交換もできるだろうし、この佐用という土地を覚えてもらえるだ

ろうし、まず、そこらへんからスタートをして、必然的に、わからないなりにも、例えば

登録者のここへ行ったら、こういう話が出てきたとかというのは持ち帰ってくるわけです

から、それをまた組合の中で消化する。あるいは、農林振興課とつないでいってというよ

うなものも必要だろうと思うんです。 

    そのためにも、全体の調整会議というんですか、意見交換会みたいなものが、さかのぼ

ってはいると思うんですけれども、そういう機会もぜひ、そういう協力隊の隊員、登場さ

せて、町内の方に広めていただくと。 

    受入側としたら、逆に言えば、登録者の方にすれば、新鮮だと思うんですよね。町の職

員が来て、何々言うて帰ったというんじゃなしに、全くの素人の街の若い子が来てという

んだったら、手取り足取り教えてもらえるんじゃないかなと。 

    逆に言えば、いろんな講習会、研修会に行くことも大事ですけれども、もっと平らな作

業を役場とか組合がお金出さずに地域に入っていって覚えていってもらう。保険とか、そ

ういうような対応はしておかないかんのですけれども、そういうようなことが期待できる

んじゃないかな。 

    というのが、これ、以前にもお話ししたように、昨年度、産業厚生常任委員会で行きま

した、島根県の津和野、あそこで協力隊が１人じゃなしに、あそこは複数人が中心になっ

て、今現在、木の駅なりを回していって、林業振興が非常に飛躍的に伸びていっていると

いうのが、やっぱりそこが一番最初だったみたいで、とにかく地域にその協力隊を入れて

いって、地域の人たちと一緒に作業をさせていって、いろんな話して覚えさせてきたとい

う、協力隊の方からの説明も受けたんですけれども、やっぱりそこが一番刺激になったと

いうことで、非常に大事なとこなので、できれば本当に機会として、まず登録者の方々と

の意見交換会の場に、情報交換の場に出して。ということは、逆に言えば、情報交換の意

見交換の場を早く４月早々にでも持つ必要があるんじゃというふうに、私、思うのですが、

いかがですか。 
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〔町長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、町長、お答えください。 

 

町長（庵逧典章君）    協力隊員も、実際に、それぞれ仕事がまだあった中で、ここで決定

をして、４月に、その仕事を整理した中で、こちらに、佐用町に赴任してくるという形に

なりますので、ほとんどの協力隊員が５月、遅い子は６月ぐらいになるかもしれませんね。

そういう状況です。 

    ただ、森林について、その事業については、私も、それなりに山のことは自分で施業も

したり、いろんな経験もしてきておりますから、私もしっかりと教えたいと思っておりま

すから、私、期待しておりますので。まあ、そういう中で、育てていきたいと思っており

ます。 

    将来は、こういうことをして、３年間だけという話ではなくって、ここで後、林業経営

の指導、引っ張っていけるような人材をつくっていくという、その方に協力してもらって、

いろんな事業を進めていく中で、その協力隊員も、ここで経験と、そうした知識を積んで、

林業のこうした事業にエキスパートとして取り組んでくれるような、そういう人材に育っ

ていただけるようにしていくのが一番大事だというふうに思っています。 

 

〔石堂君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、石堂 基君。 

 

６番（石堂 基君）    私、先ほども言いましたけども、地域おこし協力隊員に知識、技術

を教えるのに、農林振興課が教えてもお金かかる。森林組合が教えてもお金かかる。町長

が教えたら、さらにお金がかかる。 

 

〔「（聴取不能）」と呼ぶ者あり〕 

 

６番（石堂 基君）    いやいや、地域の方にお任せをして育ててもらう。一緒にやる。必

要なのは、そういうスタンスだと思うんですよ。 

    まあ、それは概念だけのお話しになるので、この辺でやめておきますけれども、最後に

１点、これは事前の質問通告に入れてなかったので、ただ、質問事項とは関連するので、

もしよければ、その考え方だけ示していただけたらなと思うんですが、私、質問項目の中

で、木質資源の多様で高度な活用の拡大ということで、３つの主要方策の中にあるんです

が、過去のこれまでには、建築用材であるとか、バイオマス、あるいはシイタケ原木とい

うような高度利用ということで、町長も答弁されました。 

    強いて言えば、プラスＣＬＴ用材であるとかいうのがあるんですが、昨日、ある方の質

問聞いていて、多分このことだろうなと思ったのが、例のＣＮＦ、セルロースナノファイ

バーですね。これについて、世間にはいろんな情報が飛び交っていて、いつのことやらと

いう話もあると思うんですけれども、実は、私、最近、日本製紙の方とお話をして、昨日

のお話しでは、何か、繊維業界のほうが先んじているんやというような話があったんです

けれども、実は、専門誌いうか、専門情報なんかをずっと見ていると、このセルロースナ

ノファイバーで言えば、製紙業界が一番進んでいるみたいですね。 

    実際に、日本製紙の岩国工場なんですけども、もう既に、試算ライン、試作品のライン
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が去年できてまして、これ年間 30 トン、とりあえずつくっているというふうに言われて

います。 

    今年、2016 年に量産ライン、数量は年間 300 トンなんですけれども、もう計画してや

るというふうに、実は、昨年の試算ラインの中でできたものを、もう既に、市販の紙おむ

つなんかに入れて、市販しているというふうなことを言われてました。 

    それで、まあまあ、そんな技術的なことは、よくわからないし、そこが質問要点じゃな

いんですけれども、要は、これまで雲の上のような話だった話、このセルロースナノファ

イバーもそうですし、バイオエタノールもそうですし、あるいは、木質から水素をつくる

という話もそうだと思うんですけれども、非常に現実的になってきている点がひとつ、そ

ろそろ目をつけていかなければいけないのかなということで、これは、本当に一般質問の

趣旨ですけれども、町長の政治姿勢を明らかにというのか、聞きたいがために聞くんです

けれども、着目点を変えて、変えてじゃなしに、いかにこの佐用町の材を有益的に使うか

ということで、さらに高度な活用ということで、こういうふうなＣＮＦの生産拠点、そう

したものを誘致するとかいうふうなこと、これ長期的には、頭のどこかに入れていっても

いいのじゃないかなと。 

    それも、先々の話じゃなしに、例えば、先ほど言いました製紙業界のケースで言います

と、生産コスト、バイオエタノールにしても、このセルロースナノファイバーにしても、

結局、量産単価が、コストがどれぐらいなんやという話ですよね。 

    去年単価、2015 年段階の試作段階で、既に公になっている数字としたら、例えば、炭素

繊維、これが１キロつくるのに 3,000 円、今、かかるらしいですよね。今現在、このセル

ロースナノファイバーというのは、まだ、5,000 円から万の中らしいんですけれども、こ

れは既に１キロ当たり 1,000 円に、多分、５年ぐらいの間に、多分じゃなしに具体的にも

う数字出ています。2020 年までにキロ 1,000 円になると。そこから先、キロ 500 円にな

るというふうに、もう研究成果として出ているんですね。 

    これは今度、需要とのバランスが、また、出てくるので、1,000 円から先というのは、

また、未知数みたいですけども、となれば、この生産拠点なんかをつくるという話は、そ

んなに遠くない話だと思うんです。 

    既に、日本製紙の工場内で、従来あった試算ラインを組みかえて、量産ラインにする。

規模も聞けは、そんなに大きくない。結局、機械的な粉砕と、価格的な粉砕なんで、タン

クの中で行われる作業だろうとは思うんですけれども、それから考えると、こうした物の

生産拠点を佐用町が誘致するということを、いち早く手を挙げるなり、研究やっていって、

例えば、そういう製紙業界から情報仕入れていって、研究施設、うちでつくってください。

その材は確保します。人工林から広葉樹から、いろんな物をそろえれるわけですから。 

    こういうふうな考え方というのは、町長、いかが思われますか。 

 

議長（西岡 正君）    はい、町長、お答えください。 

 

町長（庵逧典章君）    森林については、長年、なかなか価格が上がらないというのは、需

要がない。そういう中で荒廃をしてきたという時代が続いてきたんです。そういう中で、

ここ数年、バイオマス発電という、発電燃料、それも従来と変わらないあれなんですけど、

改めて、そういう面での活用が出てきたり、ＣＬＴにしても、これは建築用材、建築です

よね、これの使い方で、そういう使い方できますよという、これ何とか国としても、戦後

植林してきた、こうした特に人工林、これが成長して、もう既に伐期を迎えて、これを活

用していかなければならないという、そういう中で、新たに、今、全くこれまでとは利用

の方法が違う、セルロースナノファイバーという、こういう技術、これはやはり新しい技
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術として脚光を浴びてきたと。これは、非常に森林資源を持っている地域にとっては、非

常に大きな明るい話題ではないかなというふうに、私も期待をしているところでございま

す。 

    そういう中で、ただ、今は非常にコスト高いんですけれども、たくさん使おうとしては、

コスト安くしなきゃいけないというのはわかります。 

    ただ、問題は、どんどんコストが安くなって、コストで生産製品が、今、言われるよう

に、500 円ぐらいにキロなってきてしまうと、今度は、最終的にいつも、材料を供給する

側の、そこのところのコストが、価格が上がらないと、本当に何もならないというところ

があるんですけれども、そういう生産拠点が佐用町に誘致ができれば、それは、すばらし

いと思いますが、ただ、製紙業界なんかが、こうした設備、かなり高度な処理をしていく

という話も私も聞いておりますので、これまで何で、製紙なんかが佐用町にできないかと

いうのは、１つは大きな水の問題とか、そういう地理的な条件、いろいろな条件です。 

    ですから、なかなか、そうした生産拠点をという思いは、当然、持ちたいと思います。

そういうことも研究、簡単にできるものなら、今、石堂議員がおっしゃるような方向で努

力もしたいなというふうな思いはありますけれども、そうした新しい技術で、新しい利用

ができる、そういうことを踏まえて、やっぱり資源をこれから大事にしておくということ

は必要だと思います。 

    もう、今は、何も利用ができないんだと言えば、山を持っている人が、ただ同然で、ど

んどん切って出してくださいというようなことではなくて、山には、それだけの価値があ

るということで、少し、条件のいい場所なんかについての木は、その財産としても、しっ

かりと管理もしていくという思い、ことは、これから当然、将来どれだけ利用になって、

それが大きな宝になってくるか、その可能性が生まれてきた以上、そういう面でのこれか

ら町民の皆さんへの情報としても、そういうことが可能になってきていますよというよう

なことは、十分に情報を流していく必要もあろうかと思います。 

 

〔石堂君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、石堂 基議員。 

 

６番（石堂 基君）    生産拠点を夢のようにつくる話、夢のようにじゃないんですけれど

も、私は、まだ、希望を持っているんですが、水のことは伏せておこうかなと思ったんで

すけれども、やっぱりわかりましたか。 

    いや、でも、従来の製紙会社が使っている製紙パルプ、あれを生産する水の量に比べて、

やっぱり科学的な薬剤とかを使う関係で、水の量は少なくてすむという話、ここまでは聞

いております。 

    ただ、それがどれぐらいでという話は、まだ、聞いてませんけども、ただ、夢として、

せっかく従来の建築用材が、紙になるチップから、今度、バイオマス燃料になるチップに

変わっていった。さらに言えば、まだバイオエタノールも希望が持てる。その先にも、ま

だ、こういう物があるんやということで、やっぱり地域の宝として、これだけの材、山が

あるところ、これをきれいにすることによって、地域に対しても、相当大きな恩恵、恩恵

どころか、やっぱり地域環境なり防災面でもそうですし、そこに地域経済つくっていくこ

ともそうです。あるので、そういう希望は、最後まで持っていただきたいなと。 

    これをセルロースナノファイバーを考えた時に、本当に今、１つの流れしてですけれど

も、木の駅がスタートした中、これが５、６年後には、それがつぶれていって、全日空の

飛行機になるという、いわゆるサプライチェーン、こういうようなものができたら、本当
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にすばらしいなと、夢を持って、また、これからも山の関係での一般質問をやっていこう

かなというふうに思っています。 

    最後にもう１つ、これは 12 月の議会の時にも、少し提案をさせていただいたんですが、

これだけのいろんな情報、そして、山に対する思いを皆さんに変えていただく、変革して

いただく機会として、町内で一度、森と山、木、これらの講演会、講習会、何かの機会に

やっていただきたいなと。 

    それで、前提案したのは、ちょうどタイミングよく 12 月９日、町長も行かれたテクノ

での管内の林業関係者を対象にしたバイオ材の協議会の講演会、あの時に、石堂則本さん

がお話をされて、その後に佐用では、経営者協会とかというようなところでも同じような

内容で、ネタを短くしてお話はされてますけれども、あの話の中に、今、語られているよ

うなことが全て網羅されているので、本当に山を持っている、あるいは木に関心があると

いう方からすれば、非常に興味深い話だろうと思うんです。これは、林業関係者にかかわ

らず、当然、今でしたら各生産森林組合もそうですし、こういうふうな木の駅に登録され

ている方もそうですし、各地域で里山整備なんかをされている事業団体もそうだと思うん

ですけれども、それから各自治会もそうですよね。そういうところに全部呼びかけること

によって、山がこういうふうにして変えれるよ。木がこういうふうにして使えるよという

ことを、ぜひ１回町民の方に知らせる機会をつくっていただきたいと思うのですが、この

件については、いかがですか。 

 

議長（西岡 正君）    はい、お答えください。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    町長。 

 

町長（庵逧典章君）    本当に佐用町には、石堂元県議が非常にこういう取り組みに熱心に

取り組んでこられて、県森連の会長もされております。そうした、今、石堂議員がご質問

いただいた、それぞれの話もそういう中で一緒にいろいろと話を聞かれたり、また、情報

を得て、いろいろと一緒に考えていただいているんだと思います。 

    そういうことを、やはり皆さんが一緒に共有していこうということで、佐用町の中でも、

そういうこと、今、言われたように、幾つかの機会に町民の方も聞いていただいて、非常

にいい話で、興味深かったということも言っていただいて聞いておりますので、これも１

つの佐用町にとっても非常に大きな、これから将来的にも夢のある課題だということで、

町の講演会として、今、いろんな講演会、講師を呼んで毎年いろんなことはやってます。

そういう中で、森林の問題も取り入れて考える。その時には、講師は、ちゃんといて、頼

んで、して、協力いただけると思いますから、そういう機会は１つの学習としても考えた

らいいかなと思います。 

    これは農林振興課だけで主体というのではなくて、例えば、生涯学習課の１つの年間の

講演会の中のテーマとして取り上げるということもありますので、農林振興課長、今度退

職になりますけれど、引き続いてになりますし、生涯学習課長はちゃんとおりますし、ま

た、企画のほうの課長はそのままおりますので、それぞれ今日は聞いておりますので、そ

ういうことは積極的に取り組んで考えていきます。よろしくお願いいたします。その時に

は、講師もお願いするかもしれません。よろしく。 

 

〔石堂君 挙手〕 
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議長（西岡 正君）    はい、石堂 基議員。 

 

６番（石堂 基君）    農林振興課長の件に、私、触れないでおこうと思ったんですけれど

も、まあまあ、これはせっかくいい機会を町長の答弁でいただいたので、農林振興課長は、

本当に長い公務員生活の中で、農林業畑一筋と言っていい方なんですね。 

    若い時は、私はその後ろでポール持ったり、スタッフ持ったりしてお手伝いをさせてい

ただいて、本当に山のこと、特に山のこと田んぼのことというのは、思いがあると思うん

ですよ。 

    本当は最後に課長どうですかというような話を思ったんですけれども、町長のほうが、

そういうような姿勢で、前向きな姿勢を示していただいたので、今日は、その機会はなし

になりますけれども、これで私の質問を終わります。 

 

議長（西岡 正君）    石堂 基議員の発言は終わりました。 

    続きまして、２番、千種和英議員の発言を許可いたします。 

 

〔２番 千種和英君 登壇〕 

 

２番（千種和英君）    議席番号２番、千種和英でございます。本日は、通告書に基づき３

件の質問をさせていただきます。 

    まず、１件目は、人口減少社会における人材育成政策は。２件目は、利神山の国指定後

の取り組みの予定は。３件目は、農産物直売所の進捗状況はの３件でございます。 

    まず１件目でございます。人口減少社会における人材育成政策は。 

    先日、国勢調査の速報において佐用町は人口の減少率が 9.1 パーセントと、県下で一番

高いとの衝撃的な結果が発表されました。 

    町長としても、要因を調査し対策をとる旨の報告を先日の全員協議会でされました。 

    佐用町地域創生 人口ビジョン・総合戦略においても３つの基本方針が示されています。

確認させていただきますと、まず第①点、人口が減っても豊かに暮らせるようなしくみを

作っていく「人口減少対応策」。 

    そして②点目、急激な人口減少カーブを少しでもなだらかにしていく「人口減少緩和策」。 

    そして③つ目、バランスの取れた夢ある新しいチャレンジ「地域の魅力・元気づくり策」

の３つです。 

    特に、②点目の人口減少緩和策に対しましては、結婚の促進・子育て支援と積極的に取

り組まれていることに対しましては、高く評価させていただいております。 

    また、①③について、その②を実現させていくためには、官民両面の人材の必要性を感

じております。町長においてはどうお考えでしょうか。 

    まず町職員についてでございます。合併後職員数は大幅に減少をしております。年齢構

成も若手職員の比率が低くなっております。将来的に地域課題は多様化・深刻化すること

が予想され、その業務負担も大きくなると考えております。その対策としての職員の人材

育成はどのように取り組まれているのでしょうか。 

    また、職員の中からの企画・提案を具現化できるようなしくみ・制度というはあるので

しょうか。あるとすれば、どのような制度で、どれくらいの提案があり、過去には、どん

な成果があったでしょうか。 

    また、地域住民の方々の協働、活躍も大きな力としてお借りする必要があります。③つ

目に示してあるような新たなチャレンジをするための支援策は考えられないでしょうか。 
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    一例を挙げますと、合併直後に実施された合併記念事業、住民主体事業の取り組みの再

度実施です。目的としましては、既存団体以外や現状活動補助を受けていない団体の活動

の支援です。これの効果としましては、ルールに基づいた企画・運営・決済・報告、この

一連の作業ができる人材の育成につながると考えます 

    このような、官民両面の人材が育成され、協働で地域課題に取り組んでいくことこそが、

人口減少を緩和させながらも、現実の減少を見据えた、新たなチャレンジにつながると考

えますが、町長は、どのようにお考えでしょうか。 

    以上、この場からの質問とさせていただきます。 

 

議長（西岡 正君）    はい、それでは、町長、お答え願います。 

 

〔町長 庵逧典章君 登壇〕 

 

町長（庵逧典章君）    それでは、今議会最後の一般質問になります千種議員からのご質問

にお答えをさせていただきます、千種議員からは、まず、人口減少社会における人材育成

政策はとのご質問でございますが、まず最初に、議員の皆様におかれましても既にご承知

のこととは思いますが、先月発表されました平成 27 年国勢調査の人口速報集計結果につ

いて、今、千種議員も質問の中で数値も申されましたが再度確認をさせていただきたいと

思います。 

    昨年 10 月１日現在の日本の人口は１億 2,711 万人となり、大正９年の調査開始以来、

国勢調査においては初めての人口減少という結果となりました。このことは既に、住民基

本台帳法に基づく人口や、推計人口といった別の指標で予測がされていたこところであり

ますが、改めて我が国が、今後長期にわたって人口減少時代を迎えるということを再認識

した次第でございます。 

    また、全国 1,719 市町村のうち、1,416 市町村で人口が減少しており、その割合は全体

の 82.4 パーセントを占める一方、人口が増加したのは首都圏の自治体が多数を占めており、

東京一極集中の傾向にも歯止めがかかっていない状況が明らかとなっております。 

    また、昨今の全国的な地方創生の潮流のなかで、いわゆる成功事例として頻繁に取り上

げられている自治体においてでさえ、大きく人口が減少している事例も相当数見て取れま

す。 

    このことは、一時的な話題性にとらわれず、人口減少に対する政策の分析を、長期的に

冷静に行っていく必要があることを示唆しているのではないかと思います。 

    一方、兵庫県内の市町村の状況を見ますと、千種議員のご指摘のとおり、残念ながら本

町が県内で最も人口減少率が高くなったところでございますが、減少率の上位には上郡町、

また、多可町、養父市、香美町などが名を連ねており、おおむね西播磨や丹波、但馬、北

播、北播磨等の中山間地域の自治体の人口減少率が高くなっております。 

    この国勢調査による佐用町の人口は１万 7,508 人で、平成 22 年の人口１万 9,265 人と

比較して約 9.1 パーセント、合併時の平成 17 年の人口２万 1,012 人と比較しますと、16.7

パーセントもの減少となりました、残念ながら人口減少に歯止めをかけることができてお

りません。この要因としては、転入・転出者の差による社会減の影響もさることながら、

出生・死亡の差による自然減が年々拡大傾向にあることが大きく影響をしていると考えら

れます。 

    ご質問のとおり、本町では昨年末に佐用町地域創生 人口ビジョン・総合戦略を策定を

したところでございます。今後、この人口ビジョン・総合戦略をもとに、人口減少という

課題に対して、これまで以上に重点的に取り組んでいくということは言うまでもございま
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せんが、そもそも本町における人口減少は、今に始まったわけではなく、国勢調査で言い

ますと、昭和 22 年の３万 8,947 人をピークに、これまでにも一貫して人口が減少をし続

けてまいりました。そういった意味で、この人口減少、また、過疎化の問題は、私たちが

これまで何十年も向き合ってきた大きな課題でもありますので、一朝一夕に解決できる魔

法のような政策は、残念ながらないと言わざるを得ませんが、ご質問の中で評価もいただ

いております男女の出会い・結婚のサポートや、充実した子育て支援策等の人口の自然減

の緩和に引き続き取り組みを行いながら、当３月議会で予算審議をいただいております、

平成 28 年度からの定住・移住促進策等の人口の社会減の緩和の取り組みをさらに加速を

させ、急激な人口減少カーブを少しでもなだらかにしていく人口減少緩和策に取り組んで

まいりたいと考えております。 

    また、ご質問の中で言及いただいておりますので、詳細な説明は割愛させていただきま

すが、先ほど申し上げました人口減少緩和策とあわせて、人口が減っても豊かに幸せに暮

らせるようなしくみをつくっていく「人口減少適応策」、佐用町に住む方が人口減少社会

の中にあっても夢や元気を持って暮らすことができる「地域の魅力・元気づくり策」を３

つの基本方針として地域創生の取組を進めていきたいと考えております。この基本方針の

根底にある考え方は、総合戦略にも記載をしておりますとおり、人口という数量的な指標

に過度にとらわれるのではなく、一人一人の住民に向き合っていくということ、つまり一

人一人の住民を大事にすること、ひいては、佐用町の人材を育成していくことを大原則と

いたしております。 

    「まちづくりは人づくり」。月並みな言い方ではありますが、このことに異を唱える方

はいらっしゃらないと思います。私も全くそのように考えております。 

    以上の基本的な考え方を踏まえましたうえで、以下、個別のご質問にお答えをさせてい

ただきたいと思います。 

    まず、町職員の人材育成に関するご質問でありますが、議員のご指摘のとおり、職員に

は、人口減少時代や地方分権の進展、グローバル化の進行、住民ニーズの多様化・多発化

などの環境の変化に的確に対応して、本町における職員数の大幅な減少下にあっても、効

果的・効率的に業務を遂行していくことが求められております。そのためには、職員に対

する人材育成は、必要不可欠なものであると認識をしておりますので、本町におきまして

は、佐用町職員人材育成基本方針を平成 26 年 10 月に策定をしております。この方針に基

づき、各種研修などの人材育成に取り組んでおりますが、内容といたしましては、自己啓

発によるもの、職場での実務経験、上司等による指導・助言、人事評価などがございます。 

    具体的な職員研修の内容としましては、兵庫県自治研修所が実施をいたします、監督職

等の職位ごとの研修、また、政策形成実践研修、行政法研修等のテーマごとの研修。また、

兵庫県町村会が実施をしております課長・係長・中堅職員を対象とした研修。兵庫県市町

振興課が実施する専門分野に特化した実務担当者研修。また、全国市町村国際文化研修所

が実施をしております、時代の変化にも柔軟に対応できる意欲と能力を兼ね備えた人材の

育成のための研修などがございます。 

    また、庁内研修といたしましては、外部から講師を招いて、文書作成能力向上や政策法

務、マネジメント能力向上やクレーム対応に関する研修などを実施するなど、毎年テーマ

を変えながら、２講座以上の開催を行っております。特に最近の研修については、話を聞

く一方のいわゆる講義型ではなくて、ワークショップやグループ討議等を組み合わせた参

加型の研修を主流としており、人材育成基本方針に掲げている「自ら気づき・考え・行動

する職員」という職員像を目指す上で、非常に有意義なものとなっていると考えておりま

す。 

    また、このような派遣型の研修や役場内の研修だけでなくて、職員の人材育成について
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は、住民の皆さんとともに考えることが重要であると思います。 

    昨年開催をいたしました「未来の SAYO を考える若者ワークショップ」では、住民の皆

さんとともに中堅職員も参加させていただき、ともに意見の交換をさせていただきました。

また、一部の若手職員ではございますが、民間のまちづくりグループ等の会合にも参加を

させていただき、意見交換等もさせていただいているようであります。 

    さらに、平成 28 年度からは、新たな人事評価制度を導入をいたします。能力評価にお

いては、業務遂行能力や管理能力等を評価し、業績評価については、個人目標を設定して、

その達成度等により評価をいたします。これをもとに、上司との育成面談でその内容を確

認して、職員の能力の向上につなげるとともに、職員のスキルアップを図ることができる

と思っておりす。 

    人材育成の目的は、職員一人一人の資質の向上にあるわけであります。今後も、役所内

での研修だけで満足するのではなくて、住民の皆さんとともに考え、行動をさせていただ

き、そして職員同士が連携することにより組織力の向上を図ったうえで、最終的に住民サ

ービスの向上につなげていきたいというふうに考えております。 

    次に、職員の中からの企画・提案を具現化できるような仕組みに関するご質問でござい

ますが、職員が新たな事務事業などを提案する場合には、まず、上司と相談し、日常業務

を行う中で、常に企画立案することは可能でございます。そして、その事務事業の内容に

よっては、副町長、また、総務課長、財政室長等で構成する政策調整会議での協議・調整

を経て、最終的には私を含めた政策決定会議の場において、事業の実施可否等についての

決定をいたしております。 

    また、昨年８月には、地方創生関連の交付金を見据えたうえで、職員からの新規事業の

提案募集を行い、合計 38 事業の提案が寄せられました。この提案の中から、定住促進に

関する取り組みやハイキング・サイクリングイベントの実施など、一部新年度予算案にも

計上をさせていただいておりますとともに、採択・不採択の結果についてはわかりません

が、地方創生加速化交付金の実施計画にも一部反映をさせていただいているところであり

ます。 

    最後に、地域の魅力・元気づくり策を進めるにあたって、新たなチャレンジをするため

の支援策は考えられないかということでありますが、合併直後に実施をいたしました合併

記念事業、住民主体事業の取り組みについては、合併直後のまちを盛り上げるために合併

記念事業として、佐用ウインドアンサンブル、皆田和紙保存会、町軟式野球協会などの９

事業に対して、補助を行ったものでございます。現在においては、地域づくり協議会へ交

付いたしております地域自治包括交付金が地域活性化支援の目的を有しておりまして、こ

の交付金の中で活動支援を基本的には行っているものと考えております。 

    地域自治包括交付金は、地域の特色を生かした魅力ある地域を形成、発展していくため

の活動や、地域課題の解決に向けた活動の財源として交付しているものであります。 

    また、地域づくり協議会がより自立的、主体的な地域自治組織へと発展していくことで、

これまで以上の活動に結び付く可能性があるのではないかというふうに期待をしておるわ

けであります。 

    今後も地域づくり協議会においては、センター長を補佐して、協議会をリードできるよ

うな人材を育成し、地域住民自らが考え、自ら行う地域づくりの取り組みを引き続き進め

ていっていただいきたいと考えております。 

    また、町内で活動を行っておられる地域団体等の皆様から多くの要望が寄せられた場合

には、当然、合併記念事業のような制度も考えられるのではないかというふうに思います。 

    以上、ご質問に対するこの場での答弁といたします。 
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〔千種君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、千種和英議員。 

 

２番（千種和英君）    人口の減少の動向、また、要因等を詳しく説明いただきました。ま

た、その対応策についても詳しく説明いただきました。 

    町職員の多様な研修、また、自己啓発、また、それを受けた後の評価制度等々について

も満足のできる答弁でございました。 

    以前から、私自身も町職員といろいろな場面で協働して事業に取り組んでまいりました。

また、プライベートでも交流、議論をする機会を頻繁に持っております。そこで感じます

のは、やはりそういった多様な研修、自己啓発をきっちり受けた職員、特に中堅、若手と

の交流が多いんですが、そういった職員の中にも地域、そして地域住民の方々に対しての

熱い熱意を持って、また、すばらしい能力を持った職員が多数存在することを認識してお

ります。 

    ぜひ、今後の職員が地域の課題を的確に認識し、対応策を考え、事業スキームを構築し、

また、その成果を予測できる、そして、その事業の裏づけとなる財源まで示せる、そうい

った、それを取り組む、議論のできる場が確実にあることを確認し、安心をいたしました。 

    そういった職員が住民のために汗を流していただき、佐用町地域創生 人口ビジョン・

総合戦略の実現へ向けての活躍の場を増やしていただける取り組みだと確認をしました。 

    次に、地域住民の方々に対しての支援策でございます。先ほど、１例として挙げました、

住民主体事業の再度実施の目的で示したのにつきましては、決して、資金の調達という面

だけではございません。先ほど、職員のほうの言葉でも挙げましたけれども、企画・運営・

決済・報告業務のできる人材の育成を目指していただきたいということでございます。 

    この過程におきましても、やはり事業を実施するに当たって地域の課題、背景、その事

業の目的、内容、予想される成果、そして、それをくみ上げられる計画のできる人材の住

民からの育成を目指すところでございます。 

    先ほど、説明のありました地域づくり協議会の活動費を地域自治包括交付金という形で、

人につきましては、一定のルールのもとに自由裁量とするなど、住民目線の思いやりのあ

る便宜を図った支給をされている面につきましては、非常に評価をさせていただきます。 

    ただ、この地域づくり協議会に対しては、そういった形があるんですが、地域で自主的

に活動されている方々、団体への資金面、また、運営面での支援がなかなかないのが現状

じゃないのかなというふうに感じております。 

    例えば、単一の自治会でありますとか、スポーツクラブ、サークル、子育てのサークル、

文化・趣味のサークル、地域課題の解決に向けて取り組むネットワーク、こういった団体

への団体自身が独自で事業を計画、実施をしたいとの声を聞きますが、そのほうに関して

は支援策は、僕はないんじゃないかと認識しているんですけれども、いかがお考えでしょ

うか。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、お答えください。 

 

町長（庵逧典章君）    その活動の仕方というのが、そうした地域の、例えば、地域づくり

協議会というのは、非常に包括したもので、できればそういう中で、活動という位置づけ

でしていただければ、一番わかりやすいんですけれども、どうしても、それぞれの活動の
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考え方、その活動されている方の目的とか思いというのが違う場合もあったりして、個人

的にも一生懸命取り組んでおられる小さな団体というのもあるのではないかなとは思いま

す。 

    ただ、なかなかそういう活動が、今のそういう活動の方法では、例えば、職員なり最終

的に私なりにも届いて来ないと、わからないという面もあるのではないかと思います。 

    ですから、その活動が、いろんな活動で、そこがどういう分野になるのか。例えば、役

場の中での各担当課というのもありますので、生涯学習課が所管する分野なのか、商工観

光課が所管するところなのかとか、そういういろいろなところがあるので、そういうとこ

ろにも、一応、住民の方からも、そういう活動をされる方からも、いろいろと積極的に情

報をいただいたり、また、アプローチしていただければ、その必要なことについて、また、

その活動内容については、そうした支援ができる方法もありますし、また、その方法がな

ければ、また考えたらいいと思います。 

    ですから、どっちにしても役場というのは、職員というのは、そうした地域の皆さん、

住民の皆さんが、いろいろと活動がしやすい、また、地域のいろんな事業をされている方

が、事業がしやすい、そういう環境を、まずつくっていく、そういうことが行政の仕事で

ありますので、遠慮なくご相談をいただければいいのではないかなと思います。 

 

〔千種君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、千種和英議員。 

 

２番（千種和英君）    私、以前からＮＰＯ法人ですとか、一般社団法人の活用等々という

提案もさせていただいているんですが、その種類の団体の中には、そういった役割、中間

支援をするというようなミッションを持った団体が存在しますが、中間支援といったよう

な組織の存在、役割というのは、ご存じでしょうか。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、町長、お答えください。 

 

町長（庵逧典章君）    個々のそういう活動の活動を支援するということですね。それを例

えば、行政との間に入って支援をするとか、そういう役割を持っているＮＰＯもあるとか

ということは聞いたことは、当然、あります。 

 

〔千種君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、千種和英議員。 

 

２番（千種和英君）    答弁いただいたとおり、内閣府が出しております中間支援組織の現

状と課題に関する調査報告にも書いてございます。多元的社会における共生と協働という

目標に向かって、地域社会とＮＰＯ、これはＮＰＯ法人だけじゃなしに、非営利の普通の

任意の団体も含めてですけれども、ＮＰＯの変化やニーズを把握し、人材、資金、情報な

どの資源提供者とＮＰＯの仲立ちをしたり、また、広義の意味では各種サービスの需要と

供給をコーディネートする組織というふうに謳われております。 

    こういった中間支援、西播磨に目を広げますと、幾つか存在をするんですが、佐用町に
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は現実的には存在しないと、僕は認識をしております。 

    佐用町役場の中でいいますと、どういった部署が、そういった形の役割を担っていただ

けるんでしょうか。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、町長、お答えください。 

 

町長（庵逧典章君）    その内容にもよると思いますけれども、役場というのは、本当に職

員も、それぞれの担当部署というのを持っているんですけれども、ある意味では、幅広い、

ほかの県とか国とかと比べれば、幅広い分野で仕事もしてきておりますし、町民の皆さん

とのかかわりも持っていると思うんですよね。 

    ですから、まずは、例えば、うちの企画防災課なり、また、住民のいろいろな活動にお

いては商工観光課でありますとか、それから、学習とか、いろんな文化活動とか、そうい

うこともやっておられる方がいます。それは、生涯学習課というのがありますし、それぞ

れ、どこでという方で、窓口置いて待っているわけではないんですけれども、そういうと

ころで、お話をいただければ、そこでなければ、また、違うところにもつなぎますし、ま

た、みんなが集まって合議して考えることもできますから、あまりどこでというふうな確

定した、決まったものという考え方は、なかなか役場の場合はできないと思いますけれど

もね。 

 

〔千種君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、千種和英議員。 

 

２番（千種和英君）    実は、突っ込んだ意味じゃなかったんですけれども、実は、兵庫県

で言いますと、社会福祉協議会の下にありますボランタリープラザが担当されています。 

    実は、そちらのほうから僕も事業を受託して、西播磨各市町の担当者に集まっていただ

いて、じゃあ、そういった団体を支援していきましょうよ。育成していきましょうという

ような勉強会を主催したことがございます。 

    実を言いますと、西播磨の市町の担当部局、実は、社会福祉協議会の担当者が来られた

んですが、現実、この西播磨では、ＮＰＯを法人化して、きっちりと事業をされていると

いうことも少ないということも現実もありまして、各市町の社会福祉協議会部局に、そう

いった専門家がいらっしゃると言うところもなかったので、それは現状なのかな。 

    先ほど、町長が言われたように時と場合、目的に合わせて、佐用町で対応、各部局で対

応していただければいいんじゃないかなというふうに思います。 

    先ほど言いました、企画・運営・決済・報告ができる、そういった人材が育成すると元

気になれるんじゃないかなということで、合併当初のああいった制度できないかなという

お話をしたのは、実は、佐用町に、そういった制度で補助をいただきたいというんじゃな

しに、西播磨でありましたり、また、兵庫県にいきますと、そういった制度がたくさんご

ざいます。 

    実は、西播磨のほうにも 10 数年前から県民局レベルでは、地域づくり活動応援助成等々

がございますが、確認をしたところ、27 年度も佐用町からの申請は２件だった。ほかの市

町につきましては、もうちょっと申請が出てきているんですけれども、佐用町は申請数が

少ないですよという確認をさせていただいています。残念ながら１件は不採択になった、
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１件だけ、そういった制度を使われて活動をされております。 

    ですから、先ほど言いましたのが、ぜひ佐用町にお願いしたいというよりは、佐用町で、

少しハードルの低い、住民目線に立った、そういった制度をもう一度やっていただき、そ

ういったことを練習をしながら、いろんな自分たちの自主事業を西播磨県民局、また、兵

庫県、また、全国にいきましたら民間企業だったり、財団からの支援メニューもあります

ので、そういったことが活用できる民間の人材育成、事務局がきちっと置ける自主事業の

確立ができるようにしていただきたいと思いまして、先ほどの提案をしました。 

    また、このような取り組みが今後必要になってくると思いますのが、専門職以外でも、

やはり行政の業務というのが外部委託、民間委託する必要が出てくる時代が来ているのじ

ゃないかなというふうに認識をしております。 

    それにつきましては、行政側が委託をする場合の仕様の策定。また、委託をするに関し

てのノウハウ。 

    また、住民側としては、受託をできるだけの人材なり組織の醸成が必要だと思いますけ

れども、そういった時代の流れについて、そのように思われているのか。また、そういっ

たことを今後の佐用町ではされようと思うのかというような見解をお聞かせください。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、町長、お答えください。 

 

町長（庵逧典章君）    どういう場合を想定するか、なかなかイメージとして、はっきりと

したこと申し上げられないんですけれども、いろいろな問題に取り組んだり、課題の場合、

非常に高度な経験、技術とか知識、そういうことも今後、ますます複雑になってきており

ますので、ですから、当然今、町職員が、それぞれ担当部署で仕事を行っておりますけれ

ども、その担当職員だけでは、そうした事業の計画でありますとか、事業の推進ができな

い。いろんな民間の力を借りなければならない。このことは、既にいっぱいありますよね。 

    例えば、技術的な問題でありますと、そういった設計やいろんな技術というのは委託を

しておりますし、いろんな総合計画を含めて、そうした町の計画づくり、生涯学習計画も

そうですし、こうした地域創生ビジョンなんかも、町の総合計画、今回のについても、町

職員も当然いろいろと勉強しながら一緒にやりますけれども、やっぱり民間のそうした専

門的な経験の知識を持った方に入っていただいて、ちゃんと、そこを十分に検証しながら、

まとめていくという、こいうことは既にやっております。 

    ますます、そういうことも必要な時代ではないかなというふうに思います。 

    そういう中で、職員も一緒に勉強しながら職員の能力アップを研修して、職員の能力自

体も高めなきゃいけないわけで、ただ、そうしたところに全て任せてしまって、何か、民

間のいろんな専門家に任せればいいという方では、これはやっぱり町として運営の面にお

いて、非常に大きな障害が出るのではないかなと思います。 

    やっぱり基本的なところは、きちっと職員が判断をして押さえて、また、そういう民間

の力も一緒に借りるという、借りるというんですか、指導をしていくだけの能力というの

も、やはり、そうした方々をお願いする上においては、重要ではないかと思いますけど、

既に、今もそういう状態だということもご認識いただきたいと思います。 

 

〔千種君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、千種和英議員。 
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２番（千種和英君）    そうですね、先ほどの人口減少から定住促進という話になった時に、

やっぱり雇用という部分が大きな課題でございます。この今からの時代は、新しい働き方

として、半分公、半分民というような、そういった中間的な思考を持った働き方というの

が必要になってくるかと思います。そういったご認識があるということを確認して、この

質問は終わらせていただきます。 

    続きまして、利神山、利神城跡の国指定後の取り組みの予定はという質問でございます。 

    先日、２月 13 日に利神城跡等調査報告会が文化情報センターで開催されました。当局

の参加者 100 名程度の予想に反して、約 200 名の参加者があり急遽会場を変更したことか

らも、住民の方々の関心の高さが伺えます。 

    また、これまでの教育委員会をはじめとする関係部局の取り組みには敬意を表します。 

    その報告の中でも調査委員長の藪田先生からも、「国指定は間違いない。問題はその後

の取り組みである。それは地域次第である」との発言がありました。そこでお尋ねいたし

ます。 

    国指定後の利神山、利神城跡を中心とした観光を産業として、どうとらえていらっしゃ

いますか。観光客の入込を見据えて地元を中心に事前からの準備が必要だと考えますが、

どのようにお考えでしょうか。 

 

議長（西岡 正君）    はい、それでは、町長、答弁ください。 

 

〔町長 庵逧典章君 登壇〕 

 

町長（庵逧典章君）    それでは、千種議員２点目のご質問でございます利神山の利神城跡

ですね、利神山の国指定後の取り組みの予定についてのご質問にお答えをさせていただき

ます。 

    ご承知のとおり、現在、国指定史跡を目指して、鋭意事務を進めているところでござい

ますが、平成 27 年度事業としては、航空撮影によるレーザー計測調査、また、計測のた

めの支障樹木の伐採、国の専門委員会へ提出する報告書作成のための調査委員会の設置・

また、調査などを行ってまいりました。 

    また、去る２月 13 日の調査報告会、ご承知のとおりで大きな関心を持ってたくさんの

方にご来場いただいたということで、皆さんのこの利神城跡に対する思いとか、期待の大

きさというものが痛感したところでございます。 

    国指定関係の今後の予定といたしましては、本年中に国の専門委員会へ指定関係資料を

提示をして、事前審査を受けたのちに、国指定の同意書等と合わせて、来年１月頃に県を

通じて、国へ意見具申する予定で、その後、国での審査、指定の答申を受け、告示がされ

る予定であるというふうに聞いております。 

    国指定を受けた後は、基本構想に基づく整備計画の具体となる実施計画を立てて進めて

いくということになるわけでございますが、まずは保存・整備・活用についての基本構想

を策定する必要がございます。 

    この基本構想は、国指定を受けた後の利神城跡等の保存計画や具体的な整備・実施計画、

また、それらを含めた総合的な活用計画を定めたものでございますので、慎重に、また広

域的な見地から定める必要がございます。 

    そのために、行政の関係機関はもちろんのこと、地域づくり・自治会の代表の方や学識

経験者の方などにも参画していただいた委員会を、進捗状況を見ながら適正な時期に設置

をして、多方面から検討していきたいなというふうに考えております。 
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    国指定後の利神城跡等の整備の内容・時期等については、国や県も含めた当然、文化財

として慎重な協議が必要であるとも考えております。 

    国指定後、産業としての観光に結びつけていくためには、平福地域だけでなくて町全体

のそれぞれの観光資源として、利神城跡等をより有効に活用したマーケティング等も重要

でありまして、他の観光資源や加工直売関連施設、民間事業者、公共交通機関、町内の旅

行業者の方、観光協会や宿泊施設等との連携が求められるところだと思いますので、今後、

総合的観光戦略のため、関係組織や団体等と調査・研究も進めてまいりたいというふうに

考えております。 

    次に、地元を中心とした事前準備についてお答えをさせていただきます。 

    本年度において、天文台公園に利神城跡のビューポイントの整備を進めております。平

成 28 年度中には、道の駅宿場町ひらふくにおいても利神城跡を眺めるビューポイントの

整備も計画をしているところでございます。 

    国指定後、利神城跡等の整備については、相当の期間が必要であることが予想されます

ので、まずは、ビューポイントを整備して、お客様のニーズに少しでも対応できる準備も

進めたいというふうに思います。 

    また、先日開催した報告会も盛況であったように、地域やお客様の関心を高めていける

ような、イベントの開催も地域はじめ町関係課や各種団体が協力して検討をしていくこと

も重要であるというふうに思っております。 

    さらに、国指定後のこうした取り組みを継続してくことで、利神城跡のさらなる認知度

と、また価値を高めていって、佐用町としての大きな観光の資源としての価値につなげて

いきたいというふうに考えているところでございます。 

    以上、ご質問に対するこの場での答弁とさせていただきます。 

 

〔千種君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、千種和英議員。 

 

２番（千種和英君）    先ほどの答弁の中で、文化財としての保存・整備・活用を地元と一

緒にやっていく。また、今後、国指定をされた後も保存から整備・活用となると、時間が

かかるのではないかというふうに言われましたが、国指定をされたということがニュース

になる時点で、佐用町には、やはり入込客というのは、相当数あるんじゃないかと僕のほ

うは思っております。 

    今現在、当然、平福のほうもいろんなところで、お店等々も経営もされておりますが、

その入込客に対して、産業としての休憩場、飲食店、お土産等々は、それと同時におもて

なしができるように、今からの準備が僕は必要じゃないかなと思うんですけれども、その

へん、どういうふうにお考えでしょうか。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、町長、お答えください。 

 

町長（庵逧典章君）    国指定になりましたという、そうした発表等があって、すぐにいっ

ぺんにドッと人がということではないというふうには思います。 

    ただ、非常に関心を持って、これまでにも長く、この平福というのは、こういう利神城

跡のことも知っていただいておりますし、町並み、また、平福の川端風景とか、これは県
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下の中でもよく知っていただいているというふうに思っております。 

    そういう中で、道の駅ひらふくをつくり、昨年は、お休み処瓜生原や、地元でもほっと

なんかを経営していただいたり、そうしたことを、少しずつ準備をしてきているわけです。 

    ですから、文化財として非常に関心が高いのは、先般も観光だけではなくって、非常に

全国的には、こうした石垣とか、お城とか、そういうものに興味を持って研究をされてい

る方が非常にたくさんいらっしゃるんですよね。こういう方のもっと平福に来ていただい

て、逆に、そういう方の要求ですよね。こうしたビューポイントで下から眺めるだけでな

くて、もっと近くで実際に自分の目で見てさわったり、そういうしたいというような、こ

ういうことが求められてくるというふうには思います。 

    それにどう対応をして、そういう方を、受けに対して、ある程度、ちゃんと便宜が図れ

るか。また、継続して何回も来ていただけるようにするか、こういうことも、これからの

検討課題の大きいところではないかなと思いますね。 

 

〔千種君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、千種和英議員。 

 

２番（千種和英君）    この利神城跡を話をする時に、やはりよく比べられるのが、今、や

っぱり全国的に有名になった竹田城なんですけれども、あそこも僕も何度かお伺いしたん

ですが、やはり地元の意見を聞きますと、お客さんはたくさん来られますよ。有名にはな

りましたよ。当然、役所のほうに聞きますと、安全面のほうで整備ばっかり費用がかかっ

たんや。トイレひくのにこれだけコストがかかったんや。それで、何か観光地としてメリ

ットがあるんですかというと、駐車場のところの、あの物販ぐらいしかないんですという

ことで、地元の入込客はにぎわったんだけども、負担のほうが大きくて産業としてなかな

か成り立ってないんですというような声を聞いたことがございます。 

    ぜひとも、この利神城、そういったことを学びながら、今後の佐用町の起死回生の観光

資源の１つとして生かしていくほうにかじを取っていただきたいと思うのと同時に、最近

特に、平福地区の方々とお話をさせていただくことがございます。今回の議会でも出まし

たビューポイントの説明もさせていただきました。それについては、評価はしていただい

たんですが、実は、住民の方は方で、いろんな自分たちの独自の今アイデアをお持ちでご

ざいます。僕、この議会で、ビューポイントという話を聞いたんですけど、あれ、これは

ひょっとして地域住民の方々と同じ意見なのかなということを思ったんですけれども、実

は、地域住民の方々のビューポイントというのは、その場所を整備するというのではなし

に、佐用町みんなの利神城跡なんですよ。ビューポイントをどこから見たらきれいですよ。

遠くはどこから見えるんですよというのを、住民を巻き込んで、みんなで協働した作業を

プロセスとしてすることによって、みんなでこの城跡をＰＲしていこう、そういった意識

を醸成しましょうというようなことを提案をされました。実は、さきほどの質問にも関連

するんですけれども、でも我々には資金もなければ、何もないので、どうやって、そうい

ったことを実現していったらいいんだろうかということを相談されているんですけれども、

でも、我々には資金もなければ、何もないので、どうやってそういったことを実現してい

ったらいいんだろうかということを相談されているんですけれども、そういったことを含

めまして、今、町としては、いろんなことに取り組む予定をされております。 

    その中で、ちょっと事前に、国指定をされたから、保存・整備・活用を住民の方々とお

話しするというのも当然必要なのですが、今の時点で、ぜひ地元を含めて周辺地域の方々

と今後のこの観光資源をどのように活用していこうか。地元としては何ができるのか。そ
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して、何が足らないから足らない部分に関しては外部から誘致してくる必要があるのか

等々の活用策を住民と一体となって計画であったり、アイデアを出すような会というのは、

企画できないものでしょうか。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、町長、お答えください。 

 

町長（庵逧典章君）    28 年度で町が計画しております、そうした、とりあえずビューポイ

ントというのは、１つの大きなきっかけづくりであって、本来は、そうした地域の方々が

一番自分ところが、一番ここがいいんだとか、こういうところから利神城跡が一番きれい

に見えるとか、時間的には、いつごろ、どういう時期に見ると一番いいんだとか、こうい

う話が当然、それぞれ出てくると思いますし、そういうことを皆さんにお聞きして、一緒

に考えていくということが必要だというふうに思います。 

    ですから、この整備について、今後、計画をつくる上でも、そうした意見を取り入れな

がら、一緒に協議をしていただく、こうした委員会もつくりたいというふうに考えており

ます。 

    ただ、千種議員が言われる、そうしたきちっとした形式に基づいた委員会とかいうんじ

ゃなくって、もっと自由に協議をする場が要るというお話しだと思うので、それはそれで、

今、それぞれの人が、まだ、逆にバラバラではないかなと思うんですよ。 

    また、地域は、やはりこれまで長年にわたって平福の町並み保存、また、文化と観光の

会とか、そうした活動をずっとしていただいた歴史があるわけです。そういうところで、

だんだんと皆さんが、ある程度、地域としてのまとまった組織、教育をしていただいて、

その中で、当然、町の担当のほうも一緒に、そこに入らせていただいて、取り組むという

こと、そういう進め方が大事かなと、必要かなというふうに思いますけど。 

 

〔千種君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、千種和英議員。 

 

２番（千種和英君）    そういった進め方をしていただけるということを期待しまして、こ

の質問を終わらせていただきます。 

    続きまして、３点目でございます。農産物直売所の進捗状況はということでございます。 

    私自身、従前から何度も進捗状況に質問をさせていただいている部分でございます。 

    従前から計画されている、徳久トンネル横の農産物直売所についてですが、兵庫県企業

庁から、西播磨科学公園都市での道の駅、そこでの農産物直売の計画案が示されたことを

踏まえての現状の進捗、進捗と言いますか町長の見解をお尋ねしたいと思います。よろし

くお願いします。 

 

〔町長 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、町長、お答えください。 

 

町長（庵逧典章君）    それでは、千種議員最後のご質問で、南光の徳久バイパス沿いに、

今、構想を上げております農産物の直売所の進捗状況ということについてのご質問にお答
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えをさせていただきます。 

    少し、何度もこの問題について、課題について、一般質問でもご質問いただき説明をさ

せていただいておりますけれども、もう一度整理をしてお話をしますと、この南光の徳久

バイパスの計画というものが、ああしてトンネル化に乗って進められて、昨年 12 月に開

通いたしました。そういう当時の計画の段階で、徳久バイパスが完成した中で、長年の懸

案であった、それで、あそこの徳久バイパスが通るところの場所というところが、非常に

見晴らしのいい場所で、あの新しくできるバイパスをうまく活用して、その土地の利用が

できないのかと、そのことで、佐用町の農業等の取り組みに支援ができないかということ

の構想を、私のほうも持ったわけですね。 

    そういう工事のほうが、どんどんと先へ進みますので、まずは、あの周辺の沿線の土地

というのが、かなり荒廃して荒れているところが多いものですから、その土地を集約して、

そうした佐用町にとって今後地域の農業の農産物の生産をされる方にも支援ができるよう

な、そうした直売所というもの、構想というものを、先にポンと私のほうが打ち出して、

地域の方に、そういう構想をお話をさせていただいた経緯があるわけです。 

    それは、なぜ、それだけ急いだかと言いますと、工事が進んでしまえば、将来的にそこ

を、そうした開発をしようとしても、一番問題になるのは、造成工事にかかる雨水の排水

路がなかったんです。今度のバイパスの道路工事の中で、そうしたことの造成が将来でき

る、そうした計画に県にお願いをして、先行をして取り組んでいただかないと、それがで

きない、どんな計画にしても、造成をしようとすると排水問題というのは一番大変で、後

からでき上がってから別のところに排水路を河川までつけるとなると、それだけで莫大な

費用がかかって、なかなか手がつけれないということがあって、まず、県にもお願いをす

るために、そうした構想を持って、事前に徳久バイパス工事の中で、一部変更をしていた

だいて、道路側溝を大きくしていただいたり、それから、河川へ直接放流ができるような、

そういうトラフを入れていただくというようなことをやりました。 

    そういう中で、直売所について、地域からも現在ある、それぞれの農産物直売所、加工

所の皆さんのほうも、いろんな意見が出てきたわけです。 

    当然、私も、皆さんの意見を集約して、そうした話を皆さんに構想を説明したわけでは

なかったので、先に、そういう構想が出たという中で、当然、これは三日月の味わいの里、

また、上月にしても、南光のひまわり館にしても、当然、非常に大きな影響があることで

すから、そういう町内の直売所なり加工所の皆さんとも、そういう話を、そういう構想が

出た後に、話し合いをさせていただいたところです。 

    そういう話し合いの中でも、当然、いろんな意見が出てきました。こういうものが必要

であるということの認識と同時に、当然、大きな影響がある。つくるんであれば、一カ所

にまとめた、規模の大きい物をつくるべきではないかというようなお話しとか、それと、

農産物だけを特化したものにして、ほかのところは、それぞれの地域の今ある特色を生か

して、今後とも運営をしていただくとか、そういうことで、なかなか意見のほうも集約が、

まだ、できておりません。 

    それと、県のほうから、その後になって、今、質問にもありましたように、科学公園都

市内に道の駅をつくるという構想が、昨年、企業庁のほうから打ち出されました。この計

画についても、28 年度に県の予算の中に、そうした調査費という計画の予算が、既に上が

っているんですけれども、実際のところ、そうした構想だけであって、具体的なものが何

も示されておりません。 

    それで、県のほうからは、その周辺の構成町、西播磨科学公園都市の組合、播磨高原広

域事務組合のほうにも最初に打診はあったわけです。播磨高原で、この事業を受けてやっ

てくれないかという話だったんですけれども、それは、たつの市も佐用もできませんとい
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うことで、お断りをしました。県は県として、独自で当然取り組んでやりますよという話

が合ったんですけれども、どういう規模で、また、どこからどういう物、物産を集めて、

ここの道の駅を誰が運営していくかというようなことが、全くまだ、協議がされてないと

いう状況です。 

    そういう中で、先般も企業庁の管理者ともお会いして話をさせていただいて、まず、科

学公園都市の現状の様子から見て、非常に時代も変わって、あの土地、集客が非常にでき

ていない。その周辺地域にも好影響を及ぼすようなことを、やっぱり企業庁としても考え

たいんだという中で、道の駅構想についても、中身については、これから周辺地域の皆さ

んとも十分に協議をさせていただきますよというお話しであります。 

    そういうことで、まだ、町として私も構想を打ち出した徳久バイパス沿いの物産直売所

については、それ以上の計画の進捗、計画に具体的に取り組むということはできておりま

せん。 

    そういうことで、計画を相談させていただいた、特に地域の住民の方、徳久、下徳久、

徳久周辺の方々の皆さんには、かなり本当に実行できるのかいうような憂慮をされている

ということは、私も想像はしております。皆さんに、そうしたなかなか心配をおかけして

いることについては、申し訳ないというふうに思うんですけれども、ただ、構想として、

私は、今後、佐用町として、今、若い人たちが農業に取り組んでいただいたり、また、新

たな農業、町としても今回の質問にもありました三土中学での、ああした新しい施設、園

芸、農業をやっていくという、それを横展開してさらに生産を増やしていくとか、また、

若い人たちが、今、取り組んでいる、一部の方ですけれども、野菜等の生産、そういうと

ころの販売もしていかないと、これは経営も成り立っていかないと、そういう場所を町と

してもつくっていきたいという、そういう構想は持っております。 

    町として、そうした、まずは直売所の確保ということが最終的には絶対必要だという思

いと同時に、そうした農産物の生産農家の育成ということ、これも早急に手を打たないと

いかんだろうと、現に、既に今ある直売所において、そうした出荷していただく方が、非

常に減って、売る物がなかなか集まらないというような状況も聞いておりますので、生産

部会等とも協議をしながら、そこにもてこ入れをして、新たにそうした生産に取り組んで

いただく生産者の体制づくり、出荷体制づくり、そういうものを、まず考えていきたいと

思っております。 

    県のほうについては、今年度、28 年にそうした計画を進めていくということで聞いてお

りますので、その中に私たちも当然、協議の中に入っていきます。そういうことも踏まえ

た上で、28 年度できるだけ今回の計画についても前へ進めれるように、私も努力をしてい

きたいということを、今の段階では申し上げたいと思っております。以上です。 

 

〔千種君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、千種和英君。 

 

２番（千種和英君）    ということは、確認をさせていただくんですけれども、県のほうは、

企業庁のほうは、一応 28 年度に調査をする。それで、今から周辺ともう１回協議をして

中身を考える。町長が構想を持たれている徳久バイパスに関しましても、当然、そのへん

の状況を見ながら、中止でもなければ、今、推進もしない。ちょっと保留をしながら生産

体制の整備をしながら様子を見ているというふうに認識しておけばいいんでしょうか。 

 

〔町長 挙手〕 
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議長（西岡 正君）    はい。 

 

町長（庵逧典章君）    そういう今現在の状況だということをご理解いただきたいと思いま

す。 

 

〔千種君 挙手〕 

 

議長（西岡 正君）    はい、千種和英議員。 

 

２番（千種和英君）    今回、何度もしつこいように、この進捗状況を聞いたんですが、実

は、何度も言いますけれども、私どもも野菜の出荷のお手伝い、支援をさせていただいて、

農家さんを回るたびに、ここの状況について、いろいろ聞かれます。聞かれるのと同時に、

もう中止やと聞いたんやとか、いろんな憶測、いろんなことが、方々からいろんな違った

意見なり、こう話を聞いたよというような声を聞きますので、この一般質問の場、議会の

場で、今日、佐用チャンネルで皆さん、見ていただいていると思うんですけれども、町長

の今の見解というのをお伺いしました。ぜひ地元の農家さんのためになるような直売所、

県のほうとも協議をしていただいて、住民の方々のよりよい方向性、導いていただくよう

にお願いをしておきまして、これで、僕の質問を終わらせていただきます。 

 

議長（西岡 正君）    はい、千種和英議員の発言は終わりました。 

    これで、通告による一般質問を終了いたしました。 

    これにて本日の日程を終了したいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

議長（西岡 正君）    ご異議なしと認めます。 

    これで本日の日程を終了いたします。 

    ここで、お諮りします。議事の都合により明日３月 18 日から 24 日まで本会議を休会し

たいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

議長（西岡 正君）    ご異議なしと認めます。よって、そのように決します。 

    次の本会議は、３月 25 日、金曜日、午前９時 30 分より再開しますので、ご承知おきく

ださいますようお願いいたします。 

    それでは、本日はこれにて散会いたします。大変御苦労さんでした。 

 

 

午後０３時３０分 散会 

 


